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図示図示

図示 図示

標準貫入試験
深

度 値

Ｎ
土質

(1) 建築場所

適用箇所

)

単位水量は185kg/m3以下、単位セメント量は270kg/m3以上とする。

)A種 B種 C種 100厚 120 使用個所(150 190

(1) コンクリート

(2) コンクリートブロック( JIS A 5406)

(3) 鉄 筋

)

)

(1) 地盤調査資料と調査計画

有 敷地内 近隣) (無 調査予定 有 無 )(

水平地盤反力係数の測定

試験堀(支持層の確認)

静的貫入試験

土質試験

平板載荷試験

現場透水試験

標準貫入試験

液状化判定

物理探査

PS検層

資料有り 資料有り 資料有り調査計画 調査計画 調査計画調査項目 調査項目調査項目

注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

(4) ボーリング標準貫入値、土質構成　(基礎.杭の位置を明記する事)

注）上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。

(1) 直接基礎 無有試 験 堀

(2)

布基礎 独立基礎ベタ基礎

浅層混合処理工法 深層混合処理工法地盤改良

深さ 無載荷試験

無有載荷試験深さ

(

材  種 施 工 法

C種A種 )

コンクリート  Fc=210

鉄   筋 主  筋

HOOP

SD345

SD295

水セメント比最大60%とする

拡底杭

リバースサーキュレーション

アースドリル ミニアース

機械堀
深礎

手　堀

セメント量   300㎏/m3

オールケーシング

BH

施工計画書承認 杭施工結果報告書

無 ( 打ち込み・)

C種A種 B種 )(

杭  種

場所打ち

鋼管

RC

H鋼

摩擦杭 鋼材

杭仕様

試験　杭・堀( ・有

PHC PHC

コンクリート杭

B種

支持層 -杭基礎(3)

PRC

SC杭

PRC

SS400

JIS

鉄骨工事は指示のない限り下記による(1)

(2) 工事監理者の承認を必要とするもの

高力ボルト 特殊ボルト

制作工場

日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

社)日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

材料規格証明書※、または試験成績書

社内検査表

鋼材

※社）日本構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

施工計画書工作図製作要領書

本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度(Fc)が36.0N/mm2以下に適用し、

鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。

コンクリート(1)

Fd

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得る事。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、養生、管理

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で(財)国土開発技術研究センターの技術

評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定毎に撮影した写真

耐久設計基準強度

方法など必要事項について、工事監理者の承認を得る事。

セメントは、JIS R 5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

関しては標準図に記載されている事項を除き、JASS 5による。

コンクリートはJIS A 5308(レディーミクストコンクリート)に適合するJIS認定工場の製品とし、施工に

(3)

製品検査組立・開先検査原寸検査

建方検査

(4) 接合部の溶接は下記によること

(

日本建築学会「溶接工作基準、同解説

(5) 溶接部の検査

溶接部の検査(検査結果は後日工事監理者に報告する事。)

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要網

平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロ

検査箇所 検査方法
検査率又は検査数

第三者 工事監理者社 内

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受け入れ検査を代行させ

るために自ら契約した検査会社をいう。

注2)知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること。

超音波探傷検査

硬さ試験

示温塗料塗布

マクロ試験・その他

外観検査(※)

外観検査(※)

完全溶込に溶接部

(突合せ溶接)
％個

％個

個

％個

％個

％個

％個

個

％個

％個

％個

％個

％個

個

％個

％個

％個

第三者検査機関名

否 高力ボルトすべり係数試験 否軸力導入試験

新築(2) 工事種別 改築増築 増改築

(3) 構造一級建築士の関与 必要としない必要

法第20条第一号(高さ60m超)

法第20条第二号( RC造高さ20m超 S造4階建以上 木造高さ13m超 その他 )

注(3)構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認する事。

階 数

地下      階 塔屋      階

構造種別(4)

(5)

補強コンクリートブロック造(CB)

鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC)

プレキャスト鉄筋コンクリート造(PRC)

鉄筋コンクリート造(RC) 壁式鉄筋コンクリート造(WRC)

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(WPRC)

鉄骨造(S)木造(W)

主要用途(6)

屋上付属物(7)

煙突kN高架水槽 kN 広告塔

特別な荷重(8)

倉庫用積載床用

エレベーター

付帯工事(9)

門塀 擁壁 駐輪場 機械式駐車場

増築計画(10)

(11) 構造計算ルート Y方向：ルート

長期許容支持力度

　本載荷・ 孔壁測定 )

構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS 5T -603によることとし、供試体は現場

水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

1回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた3台の運搬車からその必要本数を採取する。

なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、1回当たり6本以上とし、そのうち4週用に3本を用いる。

上の技能を有する者が従事する事。

は、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士または同等以

なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が25°C未満の場合は150分以内、25°C

以上の場合は120分以内とする。

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリートの自由落下高さ

コンクリート打込み中及び打込み後5日間は、コンクリートの温度が2度を下らないようにする。

乾燥、振動等によってコンクリートの凝縮及び硬化が妨げられないように養生を行なう。

鉄  筋

鉄筋はJIS G 3112の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、

コンクリートと同様に JASS 5による。

(カラー)を保管し承認を得る。

分けて3回行い、その平均値を試験値とする。

測定検査の回数は、通常の場合、1日1回以上とし、1回の検査に於ける測定試験は、同一資料から取り

頭付スタッドボルト

備 考

内質

検査

(注)

※平成12年建設省告示
第1464号第二号による
(目視及び計測)

(JIS A 5308

打込み

標準 長期 超長期短期
認定または登録工場　(大臣認定 　Ｍ　グレード)

PH仕切壁

GL-       m kN/m2

長期許容支持力度

(レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308)

有
(2箇所)

地上      階

注1)現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷試験を100%行なうこと。

(4)

SS400

STKR400

SM490A

SSC400

溶接材料

SN490B,C

種　　　類

無

無

無

無

現場溶接

有

有

有

有

STKR490 STK400

骨鉄

JIS Z

○使用箇所の詳細については別途図示とする。
ボルト(5)

高力ボルト

M =

アンカーボルト

)

)

頭付スタッドボルト

m

m m

m (

(使用箇所

使用箇所

柱

柱 大梁

大梁

小梁

小梁

L =

L =

φ=

φ=

S10T )( M22M20M16 M24

F8T

(6) 屋根、床、壁

材　　　種

ALC

キーストンプレート

デッキプレート

特殊デッキプレート

折 版

(JIS G 3352)

(JIS G 3352)

(JIS G 3352)

(JIS A 5416)

型式

型式

型式

H=

型式 厚

ボルト(JIS B1180)

F10T(JIS B1186)

M = 1612

GL- 支持層 -

杭の長さ(m) 本数設計支持力(kN)杭  径

※　ボーリングデータ，基礎伏図，基礎詳細図参照

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

BCR295 無有BCP235 BCP325

％個

鉄筋継手等

圧接継手

溶接継手

機械継手

鉄筋継手工法

重ね継手 35d

(1)引張力最小部位

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

告示1463号第2項各号

告示1463号第3項各号

告示1463号第4項各号

40d

B級 SA級A級

(2) (1)以外の部位(注)

D

D

(

(

(

(

)以下

)以上

)以上

)以上

   d

鉄筋の径

注) (1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会

日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手

、機械式継手工事)による。

継手部の施工要領は社)日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」(ガス圧接継手工事、溶接継手工事

外観検査 有 無 ・ 引張試験 有 無 ・ 超音波深傷試験 有 無継手部の検査方法：

ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行なう場合、最初の数のロットについては引抜試験も併用し

1回の試験は5本以上とする。

(1ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で200箇所程度とする)

S型(スパイラル型)とする。W型(溶接型)H型(タガ型)柱帯筋(HOOP)の加工方法は、

の承認を得る事。

コンクリート及び鉄筋の試験は公的機関で行うこと。ただし、第三者機関とする場合は、工事監理者

D19未満は、全て重ね継手とする。

D

D

D16

D19

型  枠

材料合板12m/mを標準とする。

型枠存置期間

注) 2  大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

注) 3  支柱の盛りかえは必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注) 4  盛りかえの後の支柱頭部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注) 5  支柱の盛りかえは小ばりが終わってから、スラブを行う。 一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

注) 6  直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱(大梁の支柱を除く)の盛り返を行なわないこと。

注) 7  支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないようにすること。

セ

メ

類

ン

ト

の

種

部
位

存

置

期

間

の

平

均

気

温

コ

ク

ト

ン 材

令

日

の

)(リ
ー

種類

(2)

(3)

SM400SN400

JIS G 3350

JIS G 3136

3466JIS G JIS G 3136

JIS G 3466 JIS G 3444

JIS G 3101 JIS G 3136

JIS規格

使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書2015）」によって検討した部材の条件・仕様による事。

また、打ち込み量が150m3を 超える場合は150m3ごとまたは、その端数毎に1回を標準とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継ぎ手位置、鉄筋の重ね長さ、定着長さは

「鉄筋コンクリート構造配筋標準図-1，-2」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)(2)」に依る。

工事監理者が行う検査項目

印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること)

注) 1  片持ばり、庇、スパン9.0m以上のはり下は、工事監理者の指示による。

セメント

早強ポルトランド

5N/mm2

2

3

5

3

5

8

4

6

10

6

10

16

8

12

15

17

25

28

28

28

28

設計基準強度の

100%85%

はり下スラブ下

支  柱

スラブ下、はり下基礎、はり側、柱、壁

せ き 板

普通ポルトランド

セメント

高炉セメント

A種

シリカセメント

A種

セメント

早強ポルトランド

A種

シリカセメント

A種

高炉セメント

セメント

普通ポルトランド

セメント

早強ポルトランド

A種

シリカセメント

A種

セメント

普通ポルトランド

高炉セメント

セメント

早強ポルトランド

セメント

A種

A種

シリカセメント

普通ポルトランド

高炉セメント

N/m2 kN受水槽

リフト kN

突 kN煙

ホイスト kN

キュービクル

X方向：ルート

有( ) 無

圧縮強度

コンクリートの

5 C未満

5 C～15 C

15 C以上

高力ボルトの検査(検査結果は後日工事監理者に報告すること)

建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。

建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して

構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。

煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。

設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。

設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。

エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

建築設備(昇降機を除く)建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽の恐れがないものとすること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動衝撃に対して安全上支障のない構造とする事。

管の損傷防止のための措置を講ずる事。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等、有効な

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずる恐れがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を

設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずる事。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動

及び衝撃の緩和のための措置を講ずる事。

にあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全

なものとする事。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ

5cm以上を原則とする。

給湯設備は支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとするほか、風圧、土圧及び水圧

並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するもの

満水時の質量が15kgを超える給湯設備の取付についてはH12年建設省告示第1388号による。

要要

一次締め後にマーキングを行ない、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

トルシヤ形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。

(7) 耐火被覆の材料

柱(          厚)  梁(           厚)

ントを使用し2回塗りとする。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は念入りに行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイ

防錆塗装の範囲は、高力ホ゛ルト接合の摩擦面及びコンクリ-トで被覆される以外の部分とする。

を使用して、錆止めのペイントは、

4つ星2回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

JIS K 5621、 JIS K 5674、

防錆塗装(6)

（すべり耐力試験又はすべり係数試験、自然発錆、ブラスト処理の場合は省略する）

注）「改訂版建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2018年版」を参考とする。

重ね継手

ガス圧接継手

溶接継手

( )

機械式継手

各継手の使用詳細については本仕様5.(2)

鉄筋の項の鉄筋継手等の■にて表示する事

SD295

SD345

SD390
(JIS G 3112)

異形鉄筋

高強度せん断補強筋

溶接金網(JIS G 3551)

丸 鋼(JIS G 3112)

KSS785

SR235

継手工法使用箇所径鋼　種 材　質

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

「令第39条の規定(屋根ふき材等）」に関する取り付けにあっては、構造耐力上安全なものとすること

SN400A,B

スクリュ－ウエイト貫入試験

ボ－リング調査

埋込み（セメントミルク工法）

特記事項

使用箇所

小梁・間柱

柱

拡底杭

日本建築ｾﾝﾀｰ認定

年   月   日

第        号

大臣認定工法

備 考

年  月   日
認定第   　 　　号

SNR400B

STK490

大梁・ダイアフラム

)

)

m m

m m

( シングル ダブルナット

( シングル ダブルナット

M =

M = L =

L =

母屋・　下地材

設計基準強度
  Fc=N/mm2

材齢

(

(

現場封かん 現場水中

28日 56日

砂

砂利

水道水

AE減水剤 高性能AE減水剤

人工

人工

工業用水

山砂

砕石

地下水

養生

備   考スランプcm
耐久設計基準強度

  Fd=N/mm2

標準

普通

普通

普通

普通

普通

軽量

軽量

軽量

種  類

普通

普通

捨コンクリート

土間コンクリート

基礎,基礎梁,柱型,スラブ

柱,梁,床,壁

基礎,基礎梁,柱,梁,床,壁

押えコンクリート

デッキコンクリート

細骨材の種類

粗骨材の種類

水の区分

混和材料の種類

品質基準強度を保証する材齢、養生

使用する材料等は原則として、
ＪＩＳ規格品又は
国土交通大臣認定品を使用すること

10 20 30 40 50 60

使用個所

床版

床版

壁 床版

厚

厚

厚

厚

厚

床版 屋根

屋根

スライド

ロッキング

仕様･構法

ボルト止め

その他

0 0

D10～16 図　示

D19～25

（貫通補強は既製品を用いる事を原則とする）

3 3

図　示

23

EZ50

G-ECSパイル工法
TACP-0585

R.1 7

砂礫混じり砂

体育館

2

セレクトベ-ス、ベ-スパック

18.0 15.0

24.0 18.0

18.021.0

1.2 2F床はコンクリ-ト山上80（支保工有）

秋田県南秋田郡大潟村字北二丁目１　地内

5 . 6

4 . 地業工事

構 造 設 計 特 記 仕 様

2 .

. 鉄骨工事 (施工方法等計画書)鉄筋コンクリート工事 (施工方法等計画書)

適用は   印を記入する。

※修正箇所は下線を引くこと

使用建築材料表・使用構造材料一覧表

1. 建築物の構造内容

その他8 .

7 . 設備関係

. 地   盤3

2 0 2 5 . 0 7
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鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図 － １

構造設計一級建築士　NO000539　原田　啓咲

一級建築士　　　　　NO137491構造設計

２Ｒ８．３
汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

株式
会社

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ 3：

Ａ 1： 1

1

表２－１－１

表２－２－１

図２－４－１

イ ロ ハ

7 0 ≦ａ≦ 2 0 0 の場合

イ

ロ 1 5 0 ＜ａ　の場合

ａ≦ 1 5 0 の場合

表２－３－１

図２－３－１

2 0 0 ＜ａの場合

表 2 - 5 - 1

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着投影長さ

軽量コンクリートの場合　表の値に５ｄ加えたものとする。

図２－５－１

※

※

１ . 一般事項

６ . 柱

２ . 鉄筋加工・かぶり

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図 － １

４ . 基   礎

３ . 杭

５ . 基礎梁

2 0 2 5 . 0 1 改定

ただし、耐圧スラブがつく場合は、（３）による。

２ .

１ .

　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

図示のない事項は、【２鉄筋加工】による。

３ .

（注）

破線は柱内定着の場合を示す。

1 5 d

1 5 d

Ｌｂ

2 0 d

1 5 d

2 0 d

1 5 d

1 5 d

1 5 d

2 0 d

1 5 d

Ｌａ

2 0 d

1 5 d

2 0 d

1 5 d

2 0 d

2 0 d

1 8

鉄筋の種類
コンクリート設計基準強度

Ｆｃ( N /ｍｍ　）

2 1，2 4，2 7

S D 3 4 5

1 8，2 1

2 4 , 2 7

3 0 , 3 3 , 3 6

S D 3 9 0
2 1，2 4，2 7

3 0 , 3 3 , 3 6

3 0 , 3 3 , 3 6

S D 2 9 5

( 1 )  柱主筋の継手 ( 2 )  柱主筋の定着

鉄筋の余長 4 d 以上

9 0 °1 3 5 °1 8 0 °折曲げ角度

6 d 以上 ( ※ 4 d 以上 ) 8 d 以上 ( ※ 4 d 以上 )

( 1 )  鉄筋末端部の折り曲げの形状

( 1 )  構造図面に記載された事項は ､ 本標準図に優先して適用する ｡

S . H O O PH O O PS T ：帯筋：あばら筋 ：補強帯筋 φ ：直径または丸鋼

@ r h 0：部材間の内法高さ：部材間の内法距離：中心線：半径：間隔 CL

D Rd：異形棒鋼の呼び名に用いた数値   丸鋼では径 ：部材の成 ：直径

( 2 )  記号

優先順位：構造図面　＞　

場合、上向きとすることができる
※上端主筋の定着は、やむを得ない

( 5 )  絞り

注　 2 . 　①の鉄筋は 2 - D 1 3 かつ、 2 本の一段太い鉄筋とする

注　 1 . 　 1 . 5 D の範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし @ 1 0 0 以下とする

L は昼間部 5 0 d かつ 3 0 0 以上

L は 5 0 d 以上
かつ 3 0 0 以上とする

末端部の添巻は 1 . 5 巻以上とする

ハ　 S 型 ( スパイラル型 )

( 3 )  帯　筋

( 2 )  鉄筋中間部の折曲げの形状     鉄筋の折曲げ角度 9 0 °以下

帯       筋

あ  ば  ら  筋

スパイラル筋

鉄筋の使用箇所
による呼称

図

上記以外の鉄筋

4 d 以上

3 d 以上

鉄筋の折曲げ
内のり寸法 ( R )

8 d 以上

6 d 以上

鉄筋の種類

D 1 9

D 1 6

鉄筋の径による
区分

D 2 9 ～ D 3 8
2 8 φ～ 3 2 φ

D 1 9 ～ D 2 5
1 9 φ～ 2 5 φ

D 1 6
以下

1 6 φ

以下
1 9 φ

以下
1 6 φ

( ３ )  鉄筋の定着及び継手

仕様書と本標準図に相違がある場合は　監督員に確認のこととする。

重ね継手 ( 下図のいずれかとする )圧接継手

（４）　隣合う継手の位置は図２－４－による。但し、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。

　　　　なお、先組工法で、柱、梁の主筋の継ぎ手を同一箇所に設ける場合は、特記による。

( 4 )  斜め柱・斜め梁

柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 柱幅と斜材幅が異なる 柱脚で斜材となる

ロ　 W 型 ( 溶接型 )

注　 1 . 　第１帯筋は、梁づらに入れる

注　 2 . 　 W 型で現場溶接をする場合は

注　 3 . 　フック及び継手の位置は、

　　　　　主筋の位置をさける

　　　　　交互とする

継手の好ましい位置

基礎梁下端打ち増し補強

イ　の拡大図

※　一般のあばら筋と同様のものを
　　 2 本束ねる

（１）　基礎梁にスラブがつかない独立基礎

( 4 )  基礎梁とスラブ打継ぎ補強，腰壁立上リ及び基礎梁下端打ち増し補強

( 5 )  水平ハンチの場合のあばら筋加工要領

( 6 )  せいの高い梁のあばら筋加工要領図 （ D : 1 5 0 0 を超える場合）

＝　本標準図

（ａ）　鉄筋の継手は重ね継手，ガス圧接継手、機械式継手、または溶接継手とし、適用は特記による。

3 5 d 3 0 d

2 5 d3 0 d

2 5 d

2 5 d

3 5 d

3 0 d

3 5 d

3 5 d

3 0 d

3 0 d

2 5 d

3 0 d

3 0 d

3 0 d

2 5 d

2 5 d

2 5 d

2 0 d

2 0 d

2 0 d

－1 0 d

小梁 スラブ

Ｌ３h
Ｌ２hＬ１h

（フック有）（フック無）

Ｌ３

スラブ小梁
Ｌ２Ｌ１

2 0 d

3 0 d

4 0 d

3 5 d

3 5 d

3 0 d

3 0 d

4 0 d

4 0 d

3 5 d

3 5 d

4 0 d

3 5 d

3 5 d

5 0 d

4 5 d

4 0 d

5 0 d

4 5 d

4 0 d

3 5 d

4 0 d

4 5 d1 8

2 1

2 4 , 2 7

3 0 , 3 3 , 3 6

1 8

2 1

2 4 , 2 7

3 0 , 3 3 , 3 6

2 1

2 4 , 2 7

3 0 , 3 3 , 3 6

鉄筋の種類
Ｆｃ( N /ｍｍ　）

コンクリートの
設計基準強度

2

かつ

1 0 d

以上

1 5 0㎜

（ｂ）　鉄筋の継手位置は、特記による。

（ｃ）　鉄筋の重ね継手は、次による。

（ｄ）　鉄筋の定着は、次による。

（注）

５ . 　軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

３ . 　Ｌ３：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は
　　　　　除く）尚、片持ち小梁及び片持ちスラブの場合は２０ｄ及び１０ｄを２５ｄ以上とする。　

２ . 　Ｌ２，Ｌ２ｈ：割裂破壊のおそれのない箇所への定着長さ及びフックありの定着の長さ。

４ . 　Ｌ３ｈ：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。

５ . 　フック有の継手長さ・定着長さの場合は、それぞれ図２－３－１，図２－５－１
　　　に示すようにフック部分　を含まない。又、中間部での折り曲げは行わない。

１ . 　Ｌ１，Ｌ１ｈ：重ね継ぎ手の長さ、直線定着の長さ　及び　フックあり重ね継手、フック有定着の長さ。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書 ( 建築工事編 ) 」

S D 2 9 5 ， S D 3 4 5 の D 1 6 以下は ､ 3 d 以上 ､ D 1 9 以上は 4 d 以上

S D 2 9 5

S D 3 4 5

S D 2 9 5

S D 3 4 5

折曲げ内法寸法 R は ､

S D 2 9 5

S D 3 4 5

S D 3 9 0

( 6 )  寄せ筋の保持

イ　 H 型 ( タガ型 )

ロ

イ

梁筋は　原則として柱をまたいでひき通すものとし、ひき通すことができない場合は柱内に定着する。ただし、やむおえず梁内に
定着する場合は柱面よりＬ２定着長をとること

（２）　基礎梁にスラブがつく独立基礎

( 3 )  布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）

W 1 の三角壁厚さは、 2 0 0 以上又は地中梁幅とし、

  配筋は同厚の壁リストにならう

( 4 )  基礎接合部の補強

Ｈ≦ 2 0 0 は※印筋は不用とする

( 3 )  べた基礎
ハンチを付けた場合 ( a ≧ 3 )

   但し上筋と下筋を読みかえる

2 .   の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする①

3 .   の鉄筋は D 1 3 以上②

4 .  埋戻し土のある場合は 4 0 を 7 0 とする

( 2 )  杭基礎

なお、仕口内に縦に折曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、表２－３－１のフック有定着の長さを確保できない場合は、
全長を表２－３－１に示す直線定着長さとし、かつ余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを表２－５－１に示す長さ
（かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの３／４倍以上）をのみ込ませる。

（５）　定着の方法は　図２－５－１による。

ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり ､ 厚さが部分的に減少する箇所についても最小かぶり厚さを確保する ｡

( ６ )  かぶり厚さ ( 単位： m m )

Ｌａ：

Ｌｂ：

１ .

２ .

３ .

（基礎梁、片持梁及び片持スラブを含む）

（片持小梁及び片持スラブを除く）

（注）

2

（ａ）　鉄筋投影定着長さ

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

柱・梁のかぶり厚さは上表を満足し、かつ主筋に対する最小かぶり厚さは主筋径の１．５倍以上とすること。

Ｄ２９以上の鉄筋を使用する場合は最小かぶり厚さが上表より大きくなる部位があるため注意すること。

( 3 )

軽量コンクリートを用いる場合は上記表の※ 2 の値に 1 0 ｍｍを加えた値とする( 2 )

( 注 ) ( 1 ) ※１の値は耐久性上有効な仕上げのある場合は１０ｍｍ減とすることができる

耐  力  壁
は  り

柱土に接しない部分

部       位

2 0

最少かぶり厚さ
( m m )

4 0

3 0

3 0 ※１

※１

3 0

5 0

4 0

4 0

設計かぶり厚さ
( m m )

※１

※１屋  外

屋  内

屋  外

屋  内屋根スラブ・床スラブ

非耐力壁

基   礎　・　基礎スラブ　・　擁   壁

土に接する部分 4 0

6 0 ※２7 0

5 0柱 ･ 梁 ･ スラブ ･ 壁・連続基礎の立上がり

4 05 0擁  壁・基礎スラブ

5 06 0煙突内面

※２※２

※２

( 1 )  直接基礎

1 .  耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

（構造図による）

( 令和 7 年版）

　　　　以外の鉄筋の重ね継手の長さは、表２－３－１のＬ１、Ｌ１ｈによる。

１

２ １

　　　鉄筋の定着の長さは、表２－３－１により、適用は特記による。１

　　　柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。耐力壁の鉄筋の重ね継手の場合、特記がなければ、
　　　 4 0 ｄ（軽量コンクリートの場合は 5 0 ｄ）と表２－３－１のＬ１、Ｌ１ｈのうち大きい値とする。
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鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図 － ２

構造設計一級建築士　NO000539　原田　啓咲

一級建築士　　　　　NO137491構造設計

３Ｒ８．３
汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

株 式
会 社

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1

・スリット幅 w は 2 次壁高さの

a ) 完全スリット

　 t w / 2 以下かつ 7 c m 以下

・ w / t s

　 0 . 5 ～ 1 . 0 程度

・目地部の壁厚 ( t s )

b ) 部分スリット

　 1 / 1 0 0 以上とする。

（ 5 ｍｍ単位）

    両側床版付 ( T 型 ) 梁で  ｂ  又は  ｃ  とすることができる。

( ハ )  副あばら筋本数が主筋本数より多い場合は、※印部に捨て筋を通す。 ( ｄ）

( ニ )  主筋が二段筋になる場合は「６ . 柱－（６）－　　」の寄せ筋の保持と同様に保持する。

側部打ち増しｂ 下部打ち増しｃａ 上部打ち増し

の場合　※印はＤ１６＠３００とする２００

５００

≦ａ ≦

ａ ≦

７０

２００＜ の場合　※印は梁筋の１サイズ下径＠２００とする。
打ち増し部

（既製品を用いる事を原則とする）

かつ

０．８％以上

・　　　　　ａ＜７０　　補強筋不要

・　　７０≦ａ≦２００　※印はＤ１６＠２００

・　２００＜ａ≦４００　※印はＤ１９＠２００

・　４００＜ａ　　　　　※印は柱主筋１サイズ下＠２００

梁

梁

柱

※

※

   ９ .  壁

   ７ .  大 梁 ・ 小 梁 ・ 片 持 梁

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図 － ２

   ７ .  大 梁 ・ 小 梁 ・ 片 持 梁

   １ １ ．  梁貫 通 孔 補 強

   １ ３ ．  増築 予 定

   １ ２ ．  階　 段

   １ ０ ．  柱 、 梁 増 打 コ ン ク リ ー ト 補 強

   ８ .  床 　 版

2 0 2 3 . 0 8 改定

（上端主筋：曲げ下ろす。下端主筋：原則として曲げあげる。）

（上端主筋：曲げ下ろす。下端主筋：原則として曲げあげる。）

仕様書と本標準図に相違がある場合は　監督員に確認のこととする。

イ

( 1 ) 　定着

( 平面図 )

スラブに上端筋がある場合

( 非耐力壁とスラブが取り合う場合 )

一本目を配置する。

縦筋は、柱面に
配置する。
梁、又は床面に一段目を

横筋の配置は上下端とも

( 4 ) 　コンクリートブロックの帳壁

注 ) h はコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、 2 0 0 ≦ h ≦ 4 0 0

( 2 ) 　スリット部 ( 設計図に記入のあるとき )

( 3 ) 　手摺、パラペット

パラペット

柱幅が大きい場合

梁筋は　原則として柱をまたいでひき通すものとし、ひき通すことができない場合は　柱内に定着する。

ただし、やむおえず梁内に定着する場合は柱面よりＬ２定着長をとること

( 1 ) 　定着

( 2 ) 　あばら筋、腹筋、幅止めの配置

( 4 ) 　あばら筋の型 ( 注、床版がない場合は 1 3 5 ゜以上のフックとする )

( 5 ) 　幅止め筋の本数、加工

幅止め筋 Ｄ１０　　  ＠１０００以内で割り付ける

　６００　≦　Ｄ　＜　９００

　Ｄ　＜　６００

　９００　≦　Ｄ　＜　１２００

不　要

２－Ｄ１０  １段

４－Ｄ１０  二段

６－Ｄ１０  三段

Ｄ１０  ＠３００位内

腹　筋

１２００　≦　Ｄ　≦　１５００

　１５００　＜　Ｄ

一般の場合 下部防水立上がりのある場合

ダブル配筋シングル配筋

最　上　階

一　般　階

最　上　階一　般　階

（３）　継手

は継ぎ手の好ましい位置

（２）  地中梁 （３）  床版、壁

　　　　　　　　　　　　将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、

　　　　　　　　　　　　増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する

ｂ  スラブ階段

（２）　  梁

孔の中心位置の限度は、柱の面から、原則として、１．５Ｄ以上離す。
基礎大梁は　１．０Ｄ以上、小梁は３φ以上離す。

（２）　設置可能範囲

せのこと。
場合は設計者又は工事監理者と打合

貫通孔が連続して間隔等が取れない

①　孔径（φ）≦Ｄ／３とする

②　孔径（φ）が梁せいの１／１０以下、かつ１５０ｍｍ未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより

　　　開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

　リング型　　　　パイプ型　　　　金網型　　　　プレート型

（１）　  既製品 （使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

（既製品使用の時は既製品適用範囲によること）

（３）　鉄筋基準配筋

●梁幅が４００を超える場合は
　補強筋で
　Ｄ１３はＤ１６　又は、
　２－Ｄ１３は３－Ｄ１３と、
　各々  読みかえる

φ＞２５０

孔補強の有効距離と

定着長さのとり方

※部分について計算で

　確認された場合は右
　記の位置、寸法によ
　らなくて良い。

８０≦φ≦１００

折　筋　２－（２－Ｄ１３）
縦　筋　ＳＴ ２－Ｄ１３

１００＜φ≦１５０

折　筋　２－（２－Ｄ１３）
縦　筋　ＳＴ ２－Ｄ１３－＠１００

横　筋　２－（２－Ｄ１３）

１５０＜φ≦２５０

斜　筋　４－（２－Ｄ１３）
縦　筋　ＳＴ ２－Ｄ１３－＠１００

横　筋　２－（２－Ｄ１３）

  縦　筋　ＳＴ ２－（２－Ｄ１３）
上
下

注）継手部分は必ずモルタルを充填すること

増打するときは事前に設計者、　　

及び工事監理者と打合せのこと　　

（１）　柱 （１）  柱、梁

Ｌ：鉄筋コンクリート構造配筋「標準図－１」の２－（３）による。

 ｂ  連続小梁

 a  大梁

 b  小梁の定着

 ｃ  片持梁の定着

 ａ  大梁

 ｃ  単独小梁

スラブに上端筋がない場合

イ  は壁配筋と同じ

 d  壁と壁

 c  床に

 a  梁に

ａ  片持階段

手摺 b

edca b

( 平面図 )

 b  柱に

注 ) h ０≦ 2 5 t かつ 3 5 0 0 以下とする。但し直交方向 2 5 t 以内に壁、又は柱がある場合は除く

a

●計画配筋間隔の 1 / 2 ピッチ　長さ 2 L  以上

●無筋部分 D 1 0 - ＠ 2 0 0   長さ 8 0 0 以上

( 8 ) 　打継ぎ補強 ( ダメ穴打継面について )

継手位置は原則として下表による。

上端筋

下端筋

短　辺　方　向

長　辺　方　向

短辺・長辺方向

標準継手位置

Ｂ

Ｂ

Ａ   Ｃ

一般床スラブｂ

( 1 ) 　定着および継手

片持床スラブa

補強筋は各５－Ｄ１０

又はスラブの主筋の同一径で

※の個所 ( 入隅 ) は各階補強する

  ＝１，５００とし上端筋の下に配筋する

a

ｂ

( 3 ) 　片持ちスラブ出隅部補強

( 2 ) 　屋根スラブの補強

( 開口の径 5 0 0 以下の場合とし、それ以上の場合は特記による )( 4 ) 　床版開口部の補強

2 0 0 ＜ D ≦ 3 0 0

1 5 0 ≦ D ≦ 2 0 0

周　囲

各 2 - D 1 9

各 2 - D 1 3

斜　め

各 2 - D 1 6

各 2 - D 1 3

床版厚さ D

Ｈ≦７０の場合ａ

( 5 ) 　床版段差

（７）　釜場

b  間仕切壁との交叉部

a  軽作業の土間

( 6 ) 　土間コンクリート

c ２００＜Ｈ≦３００

ｂ ７０＜Ｈ≦２００

( イ ) 　原則として  a  のフック先曲げとする。片側床版付 ( L 型 ) 梁で　 b 、

( ロ ) 　フックの位置は  a  にあっては交互、ｂ  にあってはスラブ側とする。
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鉄 骨 共 通 事 項

構造設計一級建築士　NO000539　原田　啓咲

一級建築士　　　　　NO137491構造設計

４Ｒ８．３
汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

株 式
会 社

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1

鉄 骨 共 通 事 項

２０２５．０７改定
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構造設計一級建築士　NO000539　原田　啓咲

一級建築士　　　　　NO137491構造設計

５Ｒ８．３
汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

株 式
会 社

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1

GL-455KBM(外灯基礎)

設計GL＝孔口+0.04ｍ 設計GL＝孔口+0.04ｍ

※　孔口＝SGL-0.04ｍ

既存建物

申請建物

電気室

敷地境界線

敷
地
境
界
線

敷
地

境
界

線

敷地境界線

調 査 位 置 図

地 層 推 定 断 面 図

R6B1

KBM(既存体育館Fフロア)

0
.
7
m

1
m

8
.
5
ｍ

P3
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構造設計一級建築士　NO000539　原田　啓咲

１ 階 伏 図 ， 基 礎 伏 図 ６

一級建築士　　　　　NO137491構造設計

Ｒ８．３
汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

株 式
会 社

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1

１ 階 伏 図基 礎 伏 図
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構造設計一級建築士　NO000539　原田　啓咲

一級建築士　　　　　NO137491構造設計

基 礎 ・ 柱 型 詳 細 図Ｒ８．３
汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

株 式
会 社

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1

基 礎 詳 細 図
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構造設計一級建築士　NO000539　原田　啓咲

８基 礎 梁 ・ ス ラ ブ リ ス ト ， 雑 詳 細 図

一級建築士　　　　　NO137491構造設計

Ｒ８．３
汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

株 式
会 社

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1

基 礎 梁 リ ス ト

床 版 リ ス ト

雑 詳 細 図
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構造設計一級建築士　NO000539　原田　啓咲

一級建築士　　　　　NO137491構造設計

Ｒ Ｆ 伏 図Ｒ８．３ ９
汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1株 式
会 社

ポ － チ 屋 根

Ｒ Ｆ 伏 図

既 存 ２ Ｆ Ｌ

Ｅ Ｖ 上 屋 根



大潟村村民体育館増改築工事 Ｓ

300

150

構造設計一級建築士　NO000539　原田　啓咲

一級建築士　　　　　NO137491構造設計

軸 組 図 － １ ， 鉄 骨 部 材 リ ス ト 表 １０Ｒ８．３
汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1株 式
会 社

軸 組 図 － １
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構造設計一級建築士　NO000539　原田　啓咲

軸 組 図 － ２ １１

一級建築士　　　　　NO137491構造設計

Ｒ８．３
汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1株 式
会 社

軸 組 図 － ２
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構造設計一級建築士　NO000539　原田　啓咲

一級建築士　　　　　NO137491構造設計

１２Ｒ８．３

株 式
会 社 汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1

柱 脚 リ ス ト

大 梁 継 手 リ ス ト

小梁・間柱継手リスト
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構造設計一級建築士　NO000539　原田　啓咲

一級建築士　　　　　NO137491構造設計

１３Ｒ８．３
汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

株 式
会 社

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1
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セ レ ク ト ベ ー ス 柱 脚 工 法 柱 脚 仕 様 一 覧 表

構造設計一級建築士　NO000539　原田　啓咲

一級建築士　　　　　NO137491構造設計

１４Ｒ８．３
汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

株 式
会 社

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1

220

180

150

160

170

180

180

170

180

210

165

210

180

210

165

180

165

165

150

180

185

170

170

150

180

185

170

170

165

180

180

180

180

170

165

185

165

185

185

180

170

170

185

180

170

185

185

185

180

180

185

185

65-8M56W

45-4H41W

45-8H35W

45-8H38W

45-8H41W

50-4H41W

55-4L51W

55-8H41W

55-8L51W

55-8M52W

55-8M60W

60-4M52W

60-8M45W

60-8M52W

60-8M60W

60-8M64W

65-4M56W

65-8M48W

65-8M60W

65-8M64W

70-4M56W

70-8M52W

70-8M60W

75-4M60W

75-8M56W

80-8M52W

80-8M64W

85-8M56W

90-8M60W

95-8M64W

70-12M56W

70-12M60W

75-12M52W

75-12M60W

75-12M64W

80-12M60W

80-12M64W

85-12M56

85-12M64

90-12M56W

90-12M64W

95-12M60W

95-12M64W

50-8H38W

50-8H41W

50-8H51W

50-8M52W

50-8L51W

4-D41H

8-D35H

8-D38H

8-D41H

4-D41H

8-D41H

8-D51H

8-D41H

12-M52

12-M60

12-M64

12-M60

12-M64

12-M56

12-M64

12-M56

12-M64

12-M60

12-M64

12-M60

12-M64

20-D22

20-D22

20-D22

20-D22

20-D22

16-D22

16-D22

20-D22

24-D22

20-D22

24-D22

24-D22

28-D22

32-D22

36-D22

28-D22

36-D22

48-D22

28-D22

40-D22

44-D22

48-D22

32-D22

36-D22

44-D22

48-D22

28-D22

40-D22

48-D22

60-D22

68-D22

32-D22

40-D22

56-D22

72-D22

80-D22

44-D22

56-D22

72-D22

80-D22

44-D22

68-D22

80-D22

52-D22

68-D22

84-D22

60-D22

76-D22

88-D22

60-D22

76-D22

88-D22

16-D25

16-D25

16-D25

16-D25

16-D25

16-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

24-D25

28-D25

20-D25

20-D25

28-D25

36-D25

20-D25

20-D25

32-D25

32-D25

36-D25

20-D25

28-D25

28-D25

36-D25

40-D25

20-D25

32-D25

36-D25

48-D25

52-D25

24-D25

32-D25

44-D25

56-D25

60-D25

32-D25

44-D25

56-D25

60-D25

32-D25

52-D25

60-D25

40-D25

52-D25

64-D25

48-D25

60-D25

68-D25

48-D25

60-D25

68-D25

12-D29

12-D29

12-D29

12-D29

12-D29

20-D29

16-D29

16-D29

20-D29

16-D29

16-D29

16-D29

16-D29

16-D29

16-D29

16-D29

24-D29

20-D29

24-D29

32-D29

20-D29

24-D29

28-D29

32-D29

20-D29

24-D29

28-D29

32-D29

28-D29

32-D29

40-D29

44-D29

24-D29

36-D29

44-D29

48-D29

28-D29

36-D29

44-D29

48-D29

28-D29

40-D29

48-D29

32-D29

44-D29

52-D29

40-D29

48-D29

52-D29

40-D29

48-D29

52-D29

12-D29

12-D29

12-D29

12-D29

12-D29

16-D29

16-D29

20-D29

16-D29

16-D29

16-D29

16-D29

16-D29

16-D29

20-D29

16-D29

20-D29

20-D29

20-D29

28-D29

20-D29

24-D29

24-D29

28-D29

28-D29

20-D29

20-D29

28-D29

24-D29

28-D29

36-D29

36-D29

24-D29

32-D29

40-D29

44-D29

24-D29

32-D29

40-D29

44-D29

28-D29

36-D29

44-D29

28-D29

36-D29

48-D29

36-D29

44-D29

48-D29

36-D29

44-D29

48-D29100-12M64W

100-12M60W

100-8M64W □1000

□1000

□1000

□450

□450

□450

□450

□450

□500

□500

□500

□500

□500

□500

□550

□550

□550

□550

□550

□600

□600

□600

□600

□600

□650

□650

□650

□650

□650

□700

□700

□750

□750

□750

□800

□800

□800

□800

□850

□850

□850

□900

□900

□900

□950

□950

□950

□700

□700

□700

□750

□750

12～40

12～40

14～40

16～40

16～40

19～40

19～40

22～40

22～40

25～40

25～40

25～40

950

970

990

920

980

660

660

700

700

710

710

760

760

810

810

800

800

810

850

850

870

820

860

900

920

950

890

930

1000

1020

1050

1050

1050

1080

1130

1110

1140

1180

1160

1150

1110

1190

1230

1280

1290

1300

1330
1340

1350

1380

1240

1220

40

40

40

40

40

40

40

40

50

50

45

40

40

55

55

60

50

45

55

55

55

60

60

65

55

60

60

65

50

50

60

55

70

60

65

70

60

55

55

70

70

65

60

70
65

60

70

55

65

60

60

60

55

70

65

70

65

65

55

75

65

65

70

65

70

90

85

75

65

80

90

70

75

85

95

70

70

85

95

75

85

95
75

85

95

85

95

75

75

65

70

55

75

80

80

60

530

530

100

580

100

115

115

115

650

100

115

115

670

135

100

115

135

730

135

100

135

220

115

135

135

770

115

220

830

115

230

235

235

115

135

245

250

115

255

260

135

270

275

135

285

285

135

295

300

85

85

85

-

-

-

-

-

-

-

-

590

560

570

640

610

430

440

690

460

460

470

740

720

490

490

790

510

520

540

870

920

590

590

810

530

560

570

65

65

55

60

65

65

60

65

75

75

70

75

65

75

70

80

70

65

70

80

85

75

65

75

80

85

75

70

80

75

80

80

75

70

80

85

70

85

80

85

75

75

85

80

75

85

85

80

85

85

80

85

780

830

840

910

900

910

880

950

960

950

1060

1050

1010

1050

1100

1220

1020

1080

1140

1200

1250

1080

1160

1190

1230

1300

1120

1230

1270

1450

1670

1180

1290

1430

1660

1720

1330

1380

1710

1790

1390

1550

1870

1450

1600

1890

1530

1790

1870

1580

1860

1930

1050

910

960

960

1130

1210

1230

1130

1130

1210

1350

1210

1050

1210

1350

1400

1250

1100

1250

1350

1400

1250

1210

1350

1250

1350

1350

1250

1210

1350

1400

1210

1400

1350

1400

1250

1250

1400

1350

1250

1400

1400

1350

1400

1400

1350

1400

392

402

310

300

310

442

350

360

390

380

380

512

410

430

430

440

524

460

480

490

500

584

520

530

540

550

624

580

590

600

610

684

650

630

660

670

680

700

710

720

730

750

770

790

800

820

850

860

870

900

920

910

504

514

422

412

422

554

462

472

492

502

492

624

522

542

542

552

636

572

592

602

612

696

632

642

652

662

736

692

702

712

722

796

742

762

772

782

792

812

822

832

842

862

882

902

912

932

972

962

982

1012

1022

1032

45-4M45W

(ロ)

(ロ)

(ロ)

(ロ)

(ロ)

(ロ)

(ロ)

(ハ)

(ロ)

(イ)

(ハ)

(ハ)

(ロ)

(ロ)

(ハ)

(ロ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ロ)

(ハ)

(ハ)

(ロ)

(ハ)

(ロ)

(ハ)

(ハ)

(ロ)

(イ)

(ロ)

(イ)

(ロ)

(ロ)

(ロ)

(イ)

(ロ)

(ロ)

(ロ)

(ロ)

(ロ)

(ロ)

(ロ)

(イ)

(ロ)

(ロ)

(ロ)

(イ)

(イ)

(イ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B
TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

TMCP385B

40

50

65

65

55

55

65

95

400

540

510

520

610

430

420

470

450

440

450

440

500

490

490

460

550

8-D38H

8-D51L

4-D51L

8-D51L

12-M56

12-M60

8-M64

8-M52

8-M60

4-M52

8-M45

8-M52

8-M60

8-M64

4-M56

8-M48

8-M56

8-M60

8-M64

4-M56

4-M60

8-M56

8-M52

8-M64

8-M56

8-M60

8-M64

8-M52

4-M45

8-M52

8-M60

1030

1030

1100

1030

1100

1030

1030

1030

1030

1100

1100

1030

1100

1100

1030

1100

1100

1030

1100

1100

1030

1100

710

780

610

660

710

710

660

710

780

880

900

710

780

900

900

780

900

970

830

970

970

900

970

970

900

900

970

970

970

16-D22

20-D22

20-D22

16-D22

24-D22

20-D22

20-D22

24-D22

28-D22

36-D22

40-D22

20-D22

24-D22

28-D22

40-D22

52-D22

24-D22

28-D22

40-D22

44-D22

52-D22

28-D22

36-D22

40-D22

48-D22

52-D22

28-D22

44-D22

52-D22

64-D22

68-D22

32-D22

40-D22

60-D22

72-D22

84-D22

44-D22

60-D22

76-D22

84-D22

44-D22

68-D22

84-D22

56-D22

68-D22

84-D22

64-D22

80-D22

88-D22

64-D22

80-D22

88-D22

12-D25

12-D25

16-D25

16-D25

16-D25

16-D25

16-D25

20-D25

20-D25

28-D25

28-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

40-D25

20-D25

24-D25

32-D25

36-D25

40-D25

20-D25

28-D25

32-D25

36-D25

20-D25

40-D25

32-D25

40-D25

48-D25

52-D25

24-D25

32-D25

44-D25

56-D25

64-D25

36-D25

48-D25

56-D25

64-D25

36-D25

52-D25

52-D25

64-D25

64-D25

44-D25

48-D25

60-D25

60-D25

68-D25

68-D25

48-D25

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D13@100

D16@100

D16@100

D16@100

D13@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D13@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D13@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100D16@100

D16@100 D16@100

D16@100D16@100

D16@100 D16@100

D16@100D16@100

D16@100 D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

12-D29

12-D29

16-D29

20-D29

24-D29

12-D29

16-D29

16-D29

24-D29

28-D29

16-D29

16-D29

24-D29

28-D29

28-D29

16-D29

20-D29

24-D29

28-D29

32-D29

16-D29

24-D29

28-D29

36-D29

40-D29

20-D29

24-D29

36-D29

44-D29

48-D29

24-D29

36-D29

44-D29

48-D29

28-D29

40-D29

48-D29

32-D29

40-D29

48-D29

36-D29

48-D29

52-D29

36-D29

48-D29

52-D29

12-D29

12-D29

12-D29

12-D29

12-D29

12-D29

12-D29

12-D29

16-D29

20-D29

16-D29

12-D29

16-D29

16-D29

20-D29

28-D29

16-D29

16-D29

20-D29

24-D29

24-D29

16-D29

20-D29

20-D29

24-D29

28-D29

16-D29

24-D29

28-D29

32-D29

36-D29

20-D29

24-D29

32-D29

40-D29

44-D29

24-D29

32-D29

28-D29

40-D29

44-D29

36-D29

36-D29

44-D29

28-D29

48-D29

32-D29

40-D29

48-D29

44-D29

32-D29

48-D29

4D51-6

4M45-16

4D41-6

4D41-6

4M52-19

4M56-22

4M56-22

4M60-22

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

45-8H35W

45-8H38W

45-8H41W

50-8H38W

50-8H41W

50-8H51W

50-8L51W

50-8M52W

55-8H41W

55-8L51W

55-8M52W

55-8M60W

60-8M45W

60-8M52W

60-8M60W

60-8M64W

65-8M48W

65-8M56W

65-8M60W

65-8M64W

70-8M52W

70-8M60W

70-12M56W

70-12M60W

75-12M52W

75-12M60W

75-12M64W

75-8M56W

80-8M52W

80-8M64W

80-12M60W

80-12M64W

85-8M56W

85-12M56W

85-12M64W

90-8M60W

90-12M56W

90-12M64W

95-8M64W

95-12M60W

95-12M64W

100-12M60W

100-12M64W

100-8M64W

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

8M52-9

8M52-9

8M52-9

8M60-12

8M60-12

8M60-12

8M64-16

8M56-12

70-12M56-12

70-12M60-12

8M56-12

75-12M60-12

75-12M64-16

75-12M52-9

8M52-9

8M52-9

8M64-16

8M64-16

80-12M60-12

80-12M64-16

8M60-12

85-12M64-16

85-12M56-12

8M60-12

90-12M56-12

90-12M64-16

8M64-16

95-12M60-12

95-12M64-16

8M64-16

100-12M60-12

100-12M64-16

- -

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

8M56-12

12M56-12

12M56-12

12M56-12

12M60-12

12M60-12

12M60-12

12M60-12

12M60-12

12M64-16

12M64-16

12M64-16

12M64-16

12M64-16

12M64-16

-

-

-

-

-

-

-

-

-

12M52-9

1010

1010

1010

1010

1010

12-D29

12-D29

12-D29

12-D29

12-D29

12-D29

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

セレクトベース

柱 ベースプレート

（㎜）
（㎜）

J寸法
h寸法

最低

（㎜）
X

（㎜）

フレームポスト

W
（㎜）

フレームベース寸法（㎜）

アンカーボルト

本数-呼び記号
外径

（㎜）

幅

SD345

中柱

内法　寸法 間　寸法

定着板

ＳＢ

連結定着板

ＳＢ

SD345

立上り筋

側・隅柱

SD345

コンクリート柱型(寸法、補強鉄筋、設計基準強度Fc)

SD345 SD345 SD345 SD390

ＳＢ

ベルト

定着

ＳＢ

定着板

ポスト付き
フープ筋

側・隅柱中柱側・隅柱中柱

採 用 採 用 採 用 採 用 採 用 採 用 採 用 採 用

立上り筋

SD295 SD295

※1 立上げ段差が50mm(SB丸鋼アンカータイプの場合は200mm)以下の基礎梁が4方向から取り付く場合は中柱を選択できる。ただし、ブレースが接合する方向の立上げ部段差が50mmを超える場合は、側・隅柱による。

Fc=27N/mm 以上36N/mm 以下2 2Fc=24N/mm 以上36N/mm 以下2 2

（㎜）

埋込

長さ
plD t d1 d2 d3 Φd

形状材質

（㎜）

板厚

範囲

岡部株式会社 旭化成建材株式会社
TEL:03（3296）3515TEL:03（3624）5336

角形鋼管
□-350×350 ～ □-1000×1000 用 ●セレクトベース柱脚工法の設計は「セレクトベース設計ハンドブック」による。

セレクトベース柱脚工法　柱脚仕様一覧表

（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0314-03」（2024年10月18日付）

セレクトベース

2025年4月作成

※3

SD390

※1,※2 ※1,※2

※3 立上り筋D29を採用する場合はコンクリートの設計基準強度27N/mm 以上かつ36N/mm 以下とする。

※2 中柱であっても、取り付く基礎梁内のスタラップの径がD13より小さくなる場合、もしくはピッチが200mmを超える場合は、側・隅柱による。

16035-4H35W 4-D35H 12-D22 8-D25 8-D29 8-D29□350 9～25 560 440 - 55 710 322434(イ)TMCP385B 36 60 610 12-D22 8-D25 D13@100 D13@1008-D29 4D35-6 - - - 9108-D29

18035-4H41W 4-D41H 12-D22 8-D29 8-D29□350 560 430 - 65 730 292404(イ)TMCP385B 40 65 710 16-D22 12-D25 D13@100 D13@1008-D29 4D41-6 - - - 10108-D29

17040-4H38W 4-D38H 16-D22 12-D25 8-D29 8-D29□400 12～40 600 470 - 60 770 332444(イ)TMCP385B 36 65 660 16-D22 12-D25 D13@100 D13@1008-D29 4D38-6 - - - 9608-D29

21040-4L51W 4-D51L 16-D22 12-D25 12-D29 12-D29□400 660 510 - 75 810 372484(イ)TMCP385B 45 75 780 16-D22 12-D25 D13@100 D13@100 4D51-6 - - -

16035-8H35W 8-D35H 16-D22 12-D25 12-D29 12-D29□350 590 36 55 810 200312(ロ)TMCP385B 50 320 610 16-D22 12-D25 D13@100 D13@10012-D29 - 35-8H35W - - 91012-D29

1130

85

17035-8H38W 8-D38H 16-D22 12-D25 16-D29 16-D29□350 590 36 60 810 190302(ロ)TMCP385B 55 310 660 20-D22 16-D25 D13@100 D13@10012-D29 - 35-8H38W - - 96012-D2985

18035-8H41W 8-D41H 20-D22 16-D25 16-D29 16-D29□350 610 40 65 840 210322(ロ)TMCP385B 55 300 710 20-D22 20-D25 D13@100 D13@10012-D29 - 35-8H41W - - 101012-D29100

16040-8H35W 8-D35H 16-D22 12-D25 12-D29 12-D29640 36 55 860 250362(ロ)TMCP385B 50 370 610 16-D22 16-D25 D13@100 D13@10012-D29 - 40-8H35W - - 91012-D2985

17040-8H38W 8-D38H 16-D22 12-D25 16-D29 16-D29640 36 60 860 240352(ロ)TMCP385B 55 360 660 20-D22 20-D25 D13@100 D13@10012-D29 - 40-8H38W - - 96012-D2985

18040-8H41W 8-D41H 20-D22 16-D25 16-D29 16-D29660 40 65 890 260372(ロ)TMCP385B 55 350 710 24-D22 20-D25 D13@100 D13@10012-D29 - 40-8H41W - - 101012-D29100

□400

□400

□400

TMCP385B

1000

9～25

9～25

9～25

9～25

12～40

12～40

12～40

12～40

12～40

12～40

12～40

12～40

12～40

12～40

12～40

12～40

12～40

14～40

14～40

14～40

14～40

16～40

16～40

16～40

16～40

16～40

16～40

16～40

16～40

19～40

19～40

19～40

19～40

19～40

19～40

19～40

19～40

22～40

22～40

22～40

22～40

22～40

25～40

25～40

25～40

25～40

25～40

25～40

12-D25

12-D2912-D29

D16@100 D16@100

D16@100 D16@100

D16@100 D16@100

D16@100 D16@100

D16@100 D16@100

D16@100 D16@100

D16@100

D16@100

D16@100D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

採
用

2 2

C35A
C35B

カクニン カクニン カクニン
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構造設計一級建築士　NO000539　原田　啓咲

一級建築士　　　　　NO137491構造設計

１５Ｒ８．３
汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

株 式
会 社

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1

Φd

B

(e)

B

(e)

B

(e)

B

A

A
1

A A
1

dw

Φ
d1

面取り面取り

4-C504-C50

L

呼び

b

L

呼び

b

(e)

a

c

t

3

d1d1 d2 d3
plD

d
2

p
l
D

d
1

d
2

d
3

d
1

p
l
D

d
2

d2

plD

d1 d1

d
1

d
1

d2

plD

d1 d3 d2 d1

d
2

p
l
D

d
3

d
2

d
1

d
1

ｔｔ ｔ

F

F

E

E 50

4-C50

d2

t2
Φd Φd

8d以上

9
0
以

上

幅

幅

54.5E

F

FE

t2

t
5

Φ
D

Φ
d4t

4

D

C

4-C

Φd3

t
6

3
6

9 4
.
5

B1

B
1

A2

A
2

e
2

e2 e2

e
2

A2

e2 e2

A
2

e2
e
2

C1

C
1

B1 B1

B
1

B
1

W

W
5
0

5
0

50 50

ボルト孔

注入口グラウトロ－ト

グラウト材

注入枠

（桟木等）

シール

F値(N/mm  )２ 鋼種 採用

325

BCP235

UBCR365

JBCR385

BSH325

STKR400

SHC400

BCR295

JBCR295

TSC295

BCP325

STKR490

SHC490

365

385

295

235

●材質 TMCP385B

各寸法は、各仕様毎に「セレクトベース設計ハンドブック」

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

490

490

490

490

390

955

895

1020

1135

D35H

D38H

D41H

D51H

D51L

1245

単位 mm

呼び L

600

600

600

600

600

600

140

140

155

160

170

175

1195

1275

1350

1430

1050

1100

M45

M48

M52

M56

M60

M64

単位 mm

基準強度(N/mm )2呼び bL

SB Dナット SB 丸鋼ナット SB 位置決めナットSB Dナット(S)

SB 注入座金

D35

D38

D41

D51

28

30

32

40

60

65

70

80

69

75

80

92

38

42

45

48

51

27

29

31

34

36

38

70

75

80

85

90

95

81

87

92

98

36M45

M48

M52

M56

M60

M64

104

110

59

59

59

74

74

74

単位 mm

単位 mm

B 呼び

42

45

48

60

A A1 (e)

A B (e) dw 呼び A1

適用

M48

M52

M60

M64

t

22

22

22

22

22

22

46

49

53

58

61

65

Φd1
アンカーボルト

単位 mm

構成部材１．１

１．２ 柱脚の定着方法概要

３．１ ベースプレート ３．３

３．２ アンカー用ボルトセット

　アンカーボルト

３．２．２ ナット

レベルモルタル

(セレクトベースグラウト)

レベルモルタル

(セレクトベースグラウト)

レベルモルタル

(セレクトベースグラウト)

SB 異形アンカータイプ SB 丸鋼アンカータイプ

形状（イ） 形状（ロ） 形状（ハ）

●形状寸法 に記載の値とする。

2

5

6

13

6

5

2

13

1

3

4
13

(注)溶接組立箱形断面柱は適用外

3 SB Dナット

2 SB 丸鋼アンカー

4 SB Dナット(S)

5 SB 丸鋼ナット

6 SB 位置決めナット

7 SB 注入座金

8 セレクトベースグラウト
　　(グラウト材)

9 SB ポスト付き定着板

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

(注)上記 1 ～ 12、19 の構成部材はセレクトベース構成部品として供給される。

(注)上記13 ～ 18 は現場状況により仕様が異なる場合がある。

1 SB 異形アンカー

SB 異形アンカー

SB 丸鋼アンカー

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

３．２．３
３．２．１

SB 定着ベルト

アンカーボルト８本タイプ

３．３．１

定着部材

SB 連結定着板

SB 定着板

SB 定着ベルト

テンプレート

フレームポスト

フレームベース

SB ベルト受け金物

振れ止め金物

ステコンアンカー

ベースプレート

c

128

133

140

147

153

159

96

102

110

116

122

128

a

セレクトベース

45-4H41W

45-8H35W

45-8H38W

45-8H41W

50-4H41W

50-8H38W

50-8H41W

50-8H51W

50-8M52W

50-8L51W

XW

フレームベース

記号
内法　寸法 間　寸法

392

402

310

300

310

442

350

360

390

380

380

504

514

422

412

422

554

462

472

492

502

492

45-4M45W

フレームポスト

65-8M56W

55-4L51W

55-8H41W

55-8L51W

55-8M52W

55-8M60W

60-4M52W

60-8M45W

60-8M52W

60-8M60W

60-8M64W

65-4M56W

65-8M48W

512

410

430

430

440

524

460

480

490

500

584

520

540

624

522

542

542

552

636

572

592

602

612

696

632

642

セレクトベース

XW

フレームベース

記号
内法　寸法 間　寸法

フレームポスト

65-8M60W

530

652

65-8M64W

70-4M56W

70-8M52W

70-8M60W

75-4M60W

70-12M56W

70-12M60W

550

624

580

590

600

610

662

736

692

702

712

722

796 684

75-8M56W

80-8M52W

80-8M64W

85-8M56W

90-8M60W

95-8M64W

75-12M52W

75-12M60W

75-12M64W

80-12M60W

80-12M64W

85-12M56W

85-12M64W

90-12M56W

90-12M64W

95-12M60W

95-12M64W

100-12M64W

100-12M60W

100-8M64W

650

630

660

670

680

700

710

720

730

750

770

790

800

820

850

860

870

900

920

910

742

762

772

782

792

812

822

832

842

862

882

902

912

932

972

1012

1022

1032

単位 mm

8M52-9

8M56-12

8M60-12

8M64-16

70-12M60-12

75-12M60-12

75-12M64-16

80-12M60-12

80-12M64-16

85-12M56-12

85-12M64-16

70-12M56-12

90-12M56-12

90-12M64-16

95-12M60-12

95-12M64-16

100-12M60-12

100-12M64-16

品　名

75-12M52-9

C

75

75

75

75

75

75

75

75

60

75

75

75

75

75

60

75

75

75

75

Φd3

124

135

141

154

135

141

124

141

154

141

154

135

154

135

154

141

154

141

154

286

297

331

344

446

452

449

473

486

487

507

495

521

516

542

544

557

558

578

D

12

12

16

12

12

12

16

12

16

12

16

12

16

12

16

12

16

9

9

t4

アンカーボルト１２本タイプ

３．３．２ SB ポスト付き定着板

単位 mm

G e1品　名

22

22

75

75

125

125

125

150

150

150

46

58

60

60

50

50

55

71

71

71

6

6

16

19

4M45-16

4M52-19

4M56-22

4M60-22

4D41-6

4D51-6

tΦd2 3

単位 mm

A2

640

812

87265-4M56W

45-4M45W

60-4M52W

70-4M56W

75-4M60W

912

972

B1

125

150

150

150

150

C1

125

125

140

140

140

e2

55

71

71

71

71

t6

16

19

22

22

22

単位 mm

A2

510

530

630

680

750

35-4H35W

35-4H41W

55-4L51W

45-4H41W

50-4H41W

(注)4本タイプはSBポスト付き定着板の代わりに

上記に示すSB定着ベルトを用いることができる。

Φd4

単位 mm

t

60

75

75

7512M64-16

12M60-12

12M56-12

12M52-9

品　名 ΦD

124

135

141

154

12

16

12

9

5

フレームベース３．４

３．３．３ SB 連結定着板

岡部株式会社 旭化成建材株式会社
TEL:03（3296）3515TEL:03（3624）5336

角形鋼管
□-350×350 ～ □-1000×1000 用 ●セレクトベース柱脚工法の設計は「セレクトベース設計ハンドブック」による。

セレクトベース柱脚工法　設計施工標準図

（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0314-03」（2024年10月18日付）

セレクトベース

2025年4月作成

１．工法概要

２．柱

３．構成部材・寸法

溶接
方法

図
許容差

開先角度α1(°)

許容差

適用板厚

T(mm) 標準値 許容差

ルート面R(mm)ルート間隔G(mm)

完全溶込み溶接の開先標準（JASS6　鉄骨工事 2018年版より）

被覆アーク溶接

-2,+1

(-2,+2)
α：45

(-3,+∞)

-2,+∞

６～

-2,+1

(-2,+2)
α：35

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+1

(-2,+2)
α：45

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+1

(-2,+2)
α：35

-2,+∞

(-3,+∞)

ベ－スプレ－ト

T

α

R

G

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

・記号+∞は制限無しを示す。許容差

セルフシールドアーク溶接

ガスシールドアーク溶接 -2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

溶接

姿勢標準値標準値

2

2

2

2

7

9

6

7

1

６～

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法 ●セレクトベースの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型天端までを示す。

据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）およびJ寸法は「セレクトベース設計ハンドブック」に記載の値とする。

３．５

●立上り筋の下部折り曲げは８d以上とする。

●基礎立上り高さは、50mm以下とする。

●立上り筋の頂部にはフックをもうけなくてよい。

●立上り筋の下部折り曲げは梁下端筋より

下方に配筋する。
フープ筋

立上り筋

立
上

り
高

さ

基礎梁天端

あるいは
フーチング天端

梁主筋

形状・材質４．１

４．コンクリート柱型

●コンクリ－ト

フープ筋：SD295

立上り筋：SD345、SD390

●鉄筋

普通コンクリートとし、設計基準強度は24N/mm 以上かつ36N/mm 以下とする。

ただし、立上り筋D29を採用する場合は設計基準強度27N/mm 以上かつ36N/mm 以下とする。

４．２ 配筋・基礎立上り

溶接方法

低水素系被覆アーク溶接

CO ガスシールドアーク溶接2

材質・板厚

※1　フラックス入りワイヤによるCO ガスシールドアーク溶接の予熱温度は、被覆アーク溶接（低水素系）に準じる。

ベースプレートの予熱温度の標準

※2 「建築構造用TMCP鋼材溶接施工指針(2021)」に準拠し、TMTMCP385Bは上記予熱温度の適用に当た

3
0
m
m

2/3  程度

e1

e
1

柱心

SB 異形
アンカー

SB 丸鋼
アンカー

SB
注入座金

セレクトベースグラウト

SB異形アンカータイプ SB丸鋼アンカータイプ

ベース
プレート

スラブコンクリート等

SB
Dナット

SB
Dナット(S)

SB
注入座金

SB
丸鋼ナット

ベース
プレート

ボルト天端の基準高さより誤差eは
-10≦e≦10

-2≦e1≦2標準

レベルモルタル施工方法 ナット戻り止め

e1：柱心とテンプレートの

許容差

図

けがき線

     けがき線との許容差

アンカ－ボルト

テンプレ－ト

テンプレ－ト
中心線

柱心

柱心

■組立

●ベースプレートの中心に

■溶接方法（完全溶込み溶接）

●完全溶込み溶接とする。

（JASS6 鉄骨工事による）

　柱材軸心を合わせる。

５．工場製作（溶接）

基礎工事６．１

６．２ アンカーボルトの据付け

６．３ 配筋およびコンクリート打設

６．４ 建方

６．５

６．６ セレクトベースグラウト（グラウト材）の注入

アンカーボルトの本締め（戻り止め）

●グラウト材のカクハンは、グラウト材1袋（25kg）に対して、計量カップで4.0～4.6㍑の水を加え、

●柱脚部の捨てコンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

●フレームベースは、ステコンアンカーにより水平に固定する。

●位置決めは、テンプレートの中心位置と地墨等の柱心を合致させることにより行う。 標準許容差は下図による。

●4本タイプのアンカーボルトの据付けは、4隅のアンカーボルト4本で組立を行う。

電動カクハン機で混練することにより行う。

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の自重圧により

他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●配筋はアンカーフレームもしくはアンカーユニットおよびフレームとの取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

●レベルモルタル施工は、セレクトベースグラウト（グラウト材）を使用し、大きさは下図による。

●本締めはグラウト材の充填前に行い、SB異形アンカータイプはダブルナットを標準とする。SB丸鋼アンカー

タイプはSB丸鋼ナットによるシングルナットを標準とし、コンクリートに埋込む等の戻り止め処置を行う。

8本及び12本タイプのアンカーボルトの据付けは、予め捨てコン上にセットされたフレーム上に、

定着部材・アンカーボルト・テンプレート等でアンカーユニットを組立て、フレームに固定する。

６．工事場施工

のとする。

●本工法は、建築施工会社の工事管理者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●本工法のうち６．２アンカーボルトの据付けおよび６．６セレクトベースグラウト（グラウト材）

の注入は、ベースパック・セレクトベース施工技術委員会によって認定された有資格者（セレクト

ベース施工管理技術者・施工技能者）が実施し、チェックシート等により施工管理を行うも

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作作業者に属する鉄骨制作管理技術者等による。

７．本工法の施工及び施工管理

■ベースプレートの予熱

●気温（鋼材表面温度）が５℃以上でのベースプレートの予熱は次に示す予熱温度標準により行う。
その他必要に応じて適切な予熱をする。

■施工管理：7.本工法の施工及び施工管理参照。

■不良溶接部の補正：有害な欠陥のある溶接部は削除

　再溶接する。

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。探傷は柱側から行う。

特記事項４．３

4.1及び4.2によらない場合は

下記による。

採用

□  立上り筋に頂部フックが必要

□  立上り筋の下部折り曲げ不要

３．３．４ SB 定着板

３．３．５ SB 定着ベルト

単位 mm

品　名 E F t2

700

690

700

740

750

800

810

800

840

860

890

870

910

940

970

950

980

990

1020

1010

1040

480

470

480

520

530

560

550

580

600

600

610

630

650

660

670

690

700

710

720

750

760

10．5

10．5

10．5

10．5

10．5

10．5

10．5

10．5

13.5

16.5

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

45-8H35W

45-8H38W

50-8H41W

55-8H41W

55-8L51W

55-8M52W

55-8M60W

60-8M45W

60-8M52W

60-8M60W

60-8M64W

65-8M48W

65-8M56W

65-8M60W

65-8M64W

70-8M52W

70-8M60W

50-8M52W

45-8H41W

50-8H38W

790 550 10．550-8L51W

50-8H51W

9.0

単位 mm

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

750

760

810

800

820

860

870

900

920

950

970

1030

1040

1060

1090

1120

1140

1170

1180

1220

1230

1270

1290

1320

1340

1370

1010

1020

1060

1070

80-12M64W

85-12M56W

85-12M64W

90-12M64W

95-12M60W

90-12M56W

70-12M56W

70-12M60W

75-12M52W

75-12M60W

75-12M64W

95-12M64W

80-12M60W

100-12M60W

100-12M64W

E F t2

1080

1110

1170

1180

1240

1320

1370

800

850

870

900

960

1020

1070

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

80-8M52W

80-8M64W

85-8M56W

90-8M60W

95-8M64W

75-8M56W

100-8M64W

t2：アンカーボルト孔位置における最小厚さ

ｗは３．５に記載のフレーム

ベース内法寸法とする。

t3

Φ
d2

6
5

6

e
1

G

65 6

e1
G

125 43 50 64D38-6

100 40 35 64D35-6

650 430 10．540-8H41W

630 410 10．540-8H38W

640 420 10．540-8H35W

600 380 10．535-8H41W

580 360 10．535-8H38W

590 370 10．535-8H35W

35-4H35W 322434

35-4H41W 292404

35-8H35W 200312

35-8H38W 190302

35-8H41W 210322

40-4H38W 332444

40-4L51W 372484

40-8H35W 250362

40-8H38W 240352

40-8H41W 260372

57040-4H38W

61040-4L51W

B1

70

100

100

100

100

100

100

e2

35

50

50

50

50

50

50

3
0

埋
込

み
長

さ

以
上

9
0

h寸
法

5
0

W

65X

J
寸

法
3
0

埋
込

み
長

さ

以
上

9
0

h寸
法

5
0

W

65X

J
寸

法

J
寸

法
3
0

埋
込

み
長

さ

以
上

9
0

h
寸

法

5
0

W

X 65

J
寸

法
3
0

埋
込

み
長

さ

以
上

9
0

h
寸

法

5
0

W

65X

5
0

J
寸

法
3
0

埋
込

み
長

さ

以
上
9
0

h寸
法

W

65X

(SB 異形アンカー ４本仕様)

(SB 異形アンカー ８本仕様)

(SB 丸鋼アンカー ４本仕様)

(SB 丸鋼アンカー ８本仕様)

(SB 丸鋼アンカー １２本仕様)

50 50

50

5050

17

14

角形鋼管 角形鋼管

18

角形鋼管

19

9

15

3

4

1

8

7

3
4

19

12

10

15

16

6

5

2

5

7

8

19

12

10

11

17

14
18

15

16

5

7

6

5

2

8

962

982

基準強度(N/mm )2

t
a

c

Φd1

ボルト孔

注入口

適用

D35H

D38H

t

18

22

22

22

40

43

46

58

Φd1
アンカーボルト

単位 mm

c

118

125

128

147

86

90

96

116

a

M45

M56

D41H

D51L,D51H

(設計基準強度21N/mm を採用する場合は別途コンクリート柱型の設計を行う必要がある。)2

　ただし、SB丸鋼アンカータイプは200mm以下とする。

17

14
18

※1

※2

　　り、各メーカーのy形溶接割れ試験(JIS Z 3158による)の実績または溶接施工指針を確認している。

2

50℃

32≦t≦75

予熱なし

ＴＭＣＰ３８５Ｂ

品　名

単位 mm 単位 mm 品　名 品　名

（アンカーボルト4本タイプ）

●柱型頂部のフープ筋(トップフープ)は、基礎梁主

　筋より上方へ配置する。

2

22

2

(㎜)
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構造設計一級建築士　NO000539　原田　啓咲

一級建築士　　　　　NO137491構造設計

１６Ｒ８．３
汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

株 式
会 社

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

形状（イ） 形状（ハ）

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

A B (e) 呼び

22 41 47

24 46 53

26 50 58

29 55 64

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

呼び
L b

128

X

45

60770

720

695650

133695

690,735 95,140

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

約
３

０
ｍ

ｍ

1

3

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

(注)上記 6 ～ 9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。 55

g1 dt

9 28

材質

55 31

60 34 SS400

65 12 37

9

9

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）
注入枠

10
3

角形鋼管

2

< Aタイプ > < Cタイプ 　>

X

45

45

60770 130

※トップフープはダブルとし、

45

L

45

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

クシート等により施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理
技術者等による。

２/３　程度

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Ｍナット

4 ベースパックグラウト(グラウト材)

5 定着座金

6 テンプレート

7 フレームポスト

8 フレームベース

9 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

10 ベースプレート

１．１ 構成部材

１．２ 柱脚の定着方法概要

３．１ ベースプレート

３．３ Mナット

３．４ 定着座金

４．１ 形状・材質 配筋

４．３ 基礎立上がり

６．１ 基礎工事

６．２ アンカーボルト据付け

６．３ 配筋およびコンクリート打設

６．４ 建方

６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め）

６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

4

1

5

9

3

7

8

6

235

鋼種 採用F値(N/mm  )

295

●材質
SN490B 【JIS G 3136】

記号

35 110

適用
a1 c

18 34

t d

31

28

10132

32 101

18

18

110

アンカーボルト a2

45

42

42

35 45 18 37

注入座金

３．６ フレームベース

i) Aタイプ ii) Cタイプ

d
異形部
呼び名

呼び
d

単位 mm 単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

を行う。

異形部
呼び名

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースパックグラウト

注1) 注1)

寸法(mm)

立上り筋 フープ筋 (mm)

最低h寸法
寸法W(mm)

フレームベース

寸法X(mm)

フレームポスト間
J寸法

(mm)

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2018年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚
T(mm)

溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

T

覆
被

6～

6～

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

-2,+∞

(-3,+∞)

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2,+1

(-2,+2)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

溶接
姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

許容差・記号+∞は制限無しを示す。

t＜32

板厚(mm)
溶接方法

SN490B

鋼種

予熱なし

32≦t≦50

50 ℃

予熱なし

予熱なしSN490B

設計基準強度

(N/mm  )

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

●コンクリ－ト

SD345(D19,D22)

●鉄筋

SD295(D13,D16)

は21N/mm　以上とする。

●形状

２

角形鋼管

10
3

2

4

1

5

9

8

7

3

31 60 69

60770,810 98,135

80 12 40

11838 48 18 40

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

立上り高さ

フープ筋

立上り筋

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

e1

e1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

３．７ アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法
●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型
　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

g1 dt 材質

55 32

60 35 SS400

65 38

9

9

単位 mm

9

g2

168

173

178

490

基準強度
(N/mm )

490

490

490

490

490

基準強度
(N/mm )

490

490

基準強度

(N/mm  )

iii) 特Cタイプ

適用
アンカーボルト

適用
アンカーボルト

< 特Cタイプ >

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

※

特C

　柱型上端近くに配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設け

　なくてよい。

梁主筋

配筋仕様は下表による。
形状は正方形とし、寸法は下表に

記載の値とする。

□  下表標準柱型寸法からの変更あり

４．４ 特記事項

□  下表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

採用

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの
注入は、ベースパック・セレクトベース施工技術委員会によって認定された有
資格者（ベースパック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェッ

※フラックス入りワイヤによるCO ガスシールドアーク溶接の予熱温度は、低水素被覆アーク溶接に準じる。2

2CO ガスシールドアーク溶接※

低水素系被覆アーク溶接

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

普通コンクリートとし、設計基準強度

４．２アンカーボルト（Mアンカーボルト）３．２ 【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

2 2

ｱﾝｶｰ
ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

標準ﾌﾚｰﾑ22 標準ﾌﾚｰﾑ

２

３．５

BCR295

BCP235

STKR400

TSC295

M27

M30

M33

M36

M39

M27

M30

M33

M36

M39

D29

D32

D35

D38

D41

M36

M33

M30

D38

D32

D35

M30

M33

M36

PM27

PM30

PM33

PM36

PM39

M33

M36

M27

M30

M39

M27

M30

M33

M36

M39

15-12V

17-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-12V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-300×300

t≦12

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

t≦16

t≦9

t≦12

t≦16

t≦19

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

300 φ45

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550

50

45

50

50

55

55

50

60

50

50

50

310

310

80

360

φ45

φ45

φ50

φ55

φ55

φ50

φ55

φ50

φ55

φ55

200

230

260

260

28

32

28

32

32

36

32

36

32

40

50

80

80

80

190

-

-

-

-

-

-

-

260

260

290

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36 12-D22

D13@100 550

600

600

600

650

650

650

650

650

700

700

250

280

310

310

360

370

240

420

310

310

340

150

180

210

210

260

270

140

320

210

210

240

135

135

135

135

150

150

135

150

135

150

150

500

610

530

560

560

680

700

740

630

620

710

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

12-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

-

-

-

-

-

-

710

740

-

640

710

-

-

-

-

-

-

440

-

510

510

540

-

-

-

-

-

-

300

-

370

370

400

A

A

A

A

C

A

A

A

C

C

C

a l1 l2t dl3(mm)
板厚

柱
ベースパック

記号

ベースプレート

形状材質
(mm)
外径採用

アンカーボルト

本数-呼び
寸法D(mm) 配筋

コンクリート柱型

特C特C 標準ﾌ

AB

(e
)

d

120 X b

d

L L

120 X 50

d d

a2

d

注入口

t
a1

c

ボルト孔

Ｄ

Ｄ

50x

50

J
30

以
上

90
h寸

法

W

50

50x

W

J
30

以
上

90
h寸

法

a

t

d

l1
l2

l3
l2

l1

a

a

t

l1 l1

l1
l1

l2

l2

d

a

l1 l2 l3 l2 l1

50 50W65

50
50

W
65

50 50W

50
50

W

150以上

30
90

以
上

d

g1

g1

d

g2

g1

t

t

113

50 50W

50
50

W

76

76

50

50x

W
J

30
以

上
90

h寸
法

C30

（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-19」（令和6年6月21日付）角形鋼管
ベースパック　型

□-150×150 ～ □-300×300 用 ●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。
2024年10月作成

３．構成部材・寸法

ベースパック柱脚工法　標準図
設計

施工
F値295N/mm 以下

１．工法概要

２．柱

４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

岡部株式会社 旭化成建材株式会社
TEL03（3296）3515TEL03（3624）5336２
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-

-

構造設計一級建築士　NO000539　原田　啓咲

一級建築士　　　　　NO137491構造設計

デ ッ キ 合 成 ス ラ ブ 設 計 ･施 工 標 準 仕 様 書 １７Ｒ８．３
汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

株 式
会 社

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1

□

□

合成スラブの設計・施工は（一社）日本鋼構造協会編「デッキプレ－ト床構造設計・施工規準」

(一社)日本建築学会編「各種合成構造設計指針・同解説」（一社）日本建築学会編「建築工事標準仕

様書・同解説のうちＪＡＳＳ５鉄筋コンクリ－ト工事及びＪＡＳＳ６鉄骨工事」、合成スラブ工業

会編「大臣認定・無被覆耐火構法　合成スラブの設計・施工マニュアル」日鉄デッキプレート

カタログ及び設計・施工便覧による。複数仕様にチェックがある場合、個々のスラブ仕様について

は、別途設計図書のスラブリスト等を参照ください。

梁耐火被覆50mm以上

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

又は頭付きスタッド

壁

コンクリート

溶接金網又は

異形鉄筋

小口ふさぎ

スーパー
Ｅデッキ

割付け計画

搬入・保管・揚重・仮置・墨出し

（ａ）揚重は２点吊りとし、デッキプレ－トをワイヤで傷つけないようにする。

デッキプレートと梁との接合

敷込み・仮止め

コンクリートが漏れるおそれがある場合は、デッキプレート相互を溶接する。

（ａ）敷込み完了後風等で飛ばないように、デッキと梁とをア－クスポット溶接等で接合する。

（ｃ）焼抜き栓溶接の施工位置は特記による。特に指定がない場合には、図３の要領で行う。

（ｄ）施工者は焼抜き栓溶接講習会を受講した方が望ましい。

（ｅ）発射打込みびょうの施工は発射打込みびょうメーカーの施工要領による。施工位置は特記による。

※構造認定を受けた発射打込みびょうメーカー：日本ヒルティ（株）,日本パワーファスニング（株）

小口ふさぎ

溶接金網又は
現場切断

（幅調整板）

（デッキ）

現場切断

異形鉄筋
溶接金網又は異形鉄筋

デッキ受材
FB65x6等

梁耐火被覆
スーパー

コンクリート

Ｅデッキ
スーパー

200mm以下

幅調整板 溶接金網又は
異形鉄筋

コンクリート

梁耐火被覆

発射打込みびょう

又は頭付きｽﾀｯﾄﾞ

焼抜き栓溶接、

スーパー
Ｅデッキ

ｺﾝｸﾘｰﾄ

柱

異形鉄筋

梁耐火被覆

デッキ

溶接金網又は

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

ａ

又は頭付きスタッド

柱止りデッキ

デッキ受材

ａ

柱
梁

切欠き

デッキ受材

ＦＢ６５ｘ6等

ａ－ａ断面図

小口ふさぎ・コンクリ－ト止め

（図４）　又は、エンドクロ－ズ製品を用いる。

小口ふさぎはデッキプレ－トの溝をふさがない独立したものを使用する。

（図３）

開口部補強

溶接金網又は異形鉄筋

（ｄ）異形鉄筋の継手はＪＡＳＳ５による。

（ｃ）溶接金網の継手は図６のとおり。

（ａ）規定のサイズを床全面に配筋する。（図５）

開口部まわりは必ず鉄筋等で補強する。（5.開口部補強を参照。）

コンクリ－ト打設

（ｂ）単位水量の少ないスランプの小さいコンクリ－トを入念に打設する。

（ａ）コンクリ－ト打設前にデッキプレ－ト面を充分清掃する。

養　生

（ａ）コンクリートの初期乾燥収縮を防ぐ為、湿潤養生する。

床２

床１

時間

時間

コンクリート

工法・工程・割付け計画をたてる。（2_1.耐火設計_図１参照）
デッキ山部

大梁

（図２）

（ｂ）コンクリ－トの強度がでるまでは、床面に重量物を置いたり振動を与えたりしない。

溶接金網又は異形鉄筋

SEｽﾍﾟｰｻｰ等

50mm以上

30

EZ50

ｽｰﾊﾟｰE

（図４）

（図５）

（図６）

EZ50

EZ50

EZ75

EZ75

EZ50

EZ75

EZ50

EZ75

-9108

<式２> 

4.4

<式２> 

<式２> 

5.4

2.7

3.4 

3.6

2.7 

3.4 

3.0 

3.4 

3.6 

2.7

3.4 

*15

*15

連続

単純

連続

単純

○

○

-

-

○

*16

*16

○

○

○

○

○

○

○

○

○

-

-

○

○

*12*11 *13

*17

（ｂ）デッキプレートは梁上に安全な状態で仮置きし、風等で飛ばされないように養生する。

（ｃ）梁上を清掃し、所定の位置に墨出しをする。

（ｃ）デッキプレートと大梁との接合ができるように、デッキプレート山部が梁上にこないように納める。（図２）

<式２> 

<式３> 

<式３> 

<式３> 

<式３> 

溶接金網又は異形鉄筋

スーパーＥデッキ

※スペーサー：

耐火補強筋：D13

（デッキ各溝）

40

30

コンクリート

ピッチ1.0m以下

mm

mm

※スペーサーの取り扱いはしておりません。

各メーカーへ問合せしてください。

梁耐火被覆 FB65x6等

ﾃﾞｯｷ受材

認定条件

区分
耐火

使用条件

許容許容
スパン 荷重

接合形式の適用

頭付き
スタッド

焼抜き
栓溶接

発射打込
みびょう種類・

断面仕様

基準強度 ひび割れ
拡大防止筋

コンクリート

支持条件

(FC)

認定番号
品名

耐火構造仕様（詳細は下記の通り）

<FP120FL-9114又はFP060FL-9102（単純支持）耐火補強筋タイプ>

<FP120FL-9108又はFP060FL-9096(連続支持)>

※ 左右のスパン比は原則均等とするが、最大3：2までとする。

（f）焼抜き栓溶接（SPW）の溶接条件及び溶接機器仕様

ﾋﾟｯﾁ
焼抜き栓溶接又は

発射打込みびょう

P　＝　MIN　（　600　,　P1　）

P１　＝　ｑ　／　Qm　x　1000

(特記)[　　　　]mm、下式による。

ｑ：１箇所当りの短期せん断耐力

Qm：１ｍ当りの設計水平せん断力

溶接ピッチ（P）：特記無き限り600mm以下とする。

（単位：Ｎ）

1.0mm

2,850打込みびょう

デッキ板厚

5,300

1.6mm

（g）焼抜き栓溶接１箇所当り短期せん断耐力

（単位：Ｎ）

溶接作業者資格

溶接棒及び溶接材料

溶　接　機

デッキ板厚（mm）

梁フランジ板厚（mm）

溶接　電流（A）

溶接径（mm）

接

件

条

準

溶

標

又はエンジン溶接機230A以上

18 以上

8～12

6 以上

190～230

1.0～1.6

交流アーク溶接機AW250A以上

JIS Z 3801基本級以上又は

低水素系溶接棒φ4mm

JIS Z 3841基本級以上

（h）発射打込みびょう１箇所当り短期せん断耐力

デッキ板厚

SPW 4,500

1.0mm

11,025

1.6mm

7,350

1.2mm

1.2mm

4,000

アークタイム（sec）

項目 溶接方法

デッキプレート幅方向 デッキプレート長手方向　溶接ピッチ（P）

（大梁）接合部2箇所 接合部2箇所

（小梁） 各谷1箇所

中間1箇所

［ ］箇所 ［ ］箇所

(1)建物外周部デッキ長手方向 (7)柱廻り 

(4)デッキ長手方向梁継手部 (5)デッキ幅方向梁継手部 (6)耐火補強筋の納まり 

呼び径D10以上

200x200以下

線径6mm以上

150x150以下

呼び径D10以上

200x200以下

線径6mm以上

100x100以下

呼び径D10以上

200x200以下

線径6mm以上

150x150以下

呼び径D10以上

200x200以下

線径6mm以上

100x100以下

呼び径D10以上

200x200以下

呼び径D10以上

200x200以下

線径6mm以上

100x100以下

溶接金網又は溶接金網又は

鉄骨梁 50

30

30

40

150

コンクリート

スパン

耐火補強筋

スパン

ｺﾝｸﾘｰﾄ

合成デッキ

40

30

150

鉄骨梁
50

30

耐火補強筋

スパン

溶接金網又は

（普通・軽量）
ｺﾝｸﾘｰﾄ

50 30

150

（鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ梁）鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ梁鉄骨梁

＊梁の耐火被覆は、

150

鉄骨梁

スパン

  必要に応じて行う。
＊梁の耐火被覆は、

鉄骨梁

50

（普通・軽量）

D13 異形鉄筋

ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ
合成デッキ

必要に応じて行う。

（普通・軽量）

D13 異形鉄筋

異形鉄筋

ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ

*14

特記無き限り下記とする。 特記は括弧内に記す。

耐火要求なし

軽量 80

軽量 80

普通 80

軽量 80

普通 80

普通 90

普通 80

軽量 80

普通 80

軽量 85

普通 90

軽量 85

普通 95

軽量 90

普通 95

軽量 85

普通 90

軽量 85

普通 95

18~24

（ａ）デッキ相互をカン合させながら敷込む。（接合部で幅調整をしてはならない。）

梁耐火被覆

＊１

＊１ 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照

＊１
＊１

＊１ 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照＊１ 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照

FP120FL

-9114
FP120FL

-9096
FP060FL

-9102
FP060FL

（150mm以上）
200mm以上

寸法はφ6-150x150を示す

横筋

又（　）内寸法はφ6-100x100を示す

重ね代寸法（溶接金網の横筋間の寸法）

30mm
溶接金網

<溶接金網>

コンクリート

異形鉄筋 D10@200以下

スーパーＥデッキ

30mm

スーパーＥデッキ

<異形鉄筋>

重ね代45d以上

・大梁上の補強（例）

５．早期に載荷したり、振動を与えない。

４．コンクリート打設後初期には湿潤養生を行い

３．水セメント比の小さいコンクリートを用いる。

２．溶接金網は、所定の位置に配する。

１．デッキプレートは各溝で梁に接合する。

（Ｂ）施工上の留意点

３．スパンとスラブ厚さの比を小さくし配筋量を大きくする。

２．ひびわれ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図)

１．小梁の剛性を大きくする。

（Ａ）設計上の留意点

ひび割れ

以上

以上

例)補強筋 D10@200

デッキプレート

以下のひび割れ拡大防止の対策は、必要に応じて行なって下さい。

400mm

400mm

充分な養生期間を設ける。

（kN/m ） 2（m） 厚さ(mm)

デッキプレートと

幅調整板を溶接等で

結合する

※頭付きスタッドを

用いる場合は不要

発射打込みびょう

焼抜き栓溶接又は

梁耐火被覆

幅調整板Ｅデッキ
スーパー

(3)デッキ幅方向デッキ振り分け 

Ｅデッキ

FP120FL-9114 , FP060FL-9102

のうち大きい値以上

重ね代 150mmまたは1ﾒｯｼｭ＋50mm

(2)建物外周部デッキ幅方向

※注意 *11  許容スパンは鉄骨梁で支持する場合はその芯間距離とし，RC梁で支持する場合は梁の内法寸法とすること。本表の許容

 スパンは耐火認定の条件であるので，別途施工時の許容スパンを確認すること。

*12  許容荷重は，全荷重（固定荷重+積載荷重）からスラブ自重を差し引いた数値である。

*13  鉄筋比は，０．２％以上としなければならないので，同時打ちでスラブ増打ちをする場合は注意すること。

*14  梁構造をRC･SRC造とする場合、デッキプレートの梁へののみ込み代を３０ｍｍ以上とすること。端部補強（D13以上，L=1m）を

  梁への定着長さ１５０ｍｍで配すること。ただし，耐火補強筋（*6 参照）を用いる場合は端部補強筋は不要。

*15  スパンが３．４ｍを超える場合は，梁との接合にを頭付きスタッド（径１６ｍｍ以上，ピッチ３００ｍｍ以下）を使用すること。

*16  耐火補強筋（Ｄ１３）をデッキプレートの各溝中央にかぶり４０ｍｍで配すること。

*17  この耐火条件に適合しない場合は，吹付けロックウール被覆耐火構造（表１参照）を適用すること。

2（注）式中の「Ｗ」は許容荷重(kN/m )，「L」は支持長さ（ｍ）を表す。

　　　　また，Ｗが9.8を超える場合は9.8とする。

<式２>

<式３>

W = 5.4x(2.7/L)

W = 5.4x(3.4/L)

2

2

区分

耐火

使用条件

許容 許容
スパン荷重
（m）

接合形式の適用

頭付き
スタッド

焼抜き
栓溶接

発射打込
みびょう

*5 *6

（連続支持）

（単純支持）

厚さ(mm)

種類・

断面仕様

基準強度 ひび割れ
拡大防止筋

*4コンクリート

支持条件

(FC)

2.56.0

認定番号

FP120FL-0103

*7

品名

EZ75

3.0

2.7

2.5

3.5

5.4

7.0
*8

3.5 2.5

FP060FL-0066

FP060FL-0079

FP060FL-0104

FP060FL-0090

EZ50

EZ50

3.4

3.0

3.5

5.4

*8
FP060FL-0073

FP060FL-0078
EZ75

単純

連続

施工時スパン

図１.コンクリート打設時支持スパンのとり方

* Ｓ造の場合、耐火認定上のスパンは梁芯間距離と

する。

表１．

SEﾒﾝﾄﾞ

ＥＺ５０

SEｸﾛｰｻﾞｰSEﾊﾝｶﾞｰ

SEｽﾍﾟｰｻｰ

SEF

幅調整板

EZ50

ｽｰパｰE

デッキプレート形状・寸法 システム部品

EZ75

EZ50

75

600

600

50

175 125

180 120

125 175

115 185

EZ50

径、長さ、ピッチは構造図による。梁とデッキとの接合は

接合位置は特記による。構造認定を受けた発射打込みびょうを使用すること。

SPW ： 標準溶接径 18mm以上 ※溶接位置等は特記による。

φ6-150

D10-200

SEｽﾍﾟｰｻｰ

ｴﾝﾄﾞｸﾛｰｽﾞ

　 頭付きｽﾀｯﾄﾞ

　 焼抜き栓溶接

品名

種類

デッキ山上厚さ (mm)

溶接金網 (JIS G3551)

異形鉄筋 (JIS G3112,3117)

デッキプレート

コンクリート

溶接金網または

スーパーＥデッキ用システム部品

デッキプレート端部仕様

異形鉄筋

アークスポット溶接等による。（焼抜き栓溶接は不要）

設計基準強度 (N/mm )

　 びょう打ち

2 （   18） ※Fc18はEZ50耐火認定仕様に注意！

50

95 ※耐火認定仕様は，60以上

認定仕様により
適用可能範囲が

異なります。

【注意】

梁との接合形式

板厚および表面処理
※板厚1.0mmはめっき仕様のみ

表面処理板厚 (mm) 仕様 種類の記号 *1

1.2 なし

塗装

めっき

1.6 なし

塗装

めっき

1.0 めっき

*2

Z12

その他[　　　　]   

*2

Z12

その他[　　　　]   

Z12

その他[　　　　]   

SDP2G

SDP1T

SDP2G

SDP2

SDP2G
4種の防錆性を有した塗料

*2 JIS K5621(2008)

*1 JIS G3352

（注）

普通

耐火構造仕様（詳細は下記の通り）

呼び径D10以上

200x200以下

線径6mm以上

100x100以下

線径6mm以上

150x150以下床１
時間

床２

時間

※注意

*6 許容スパンは，鉄骨梁の芯間距離とする。

　　本表の許容スパンは耐火認定の条件であるので，別途施工時の許容スパンを確認すること。

*4 鉄筋比は，０．２％以上。同時打ちでスラブ増打ちをする場合は注意すること。

*5 許容荷重は，全荷重（固定荷重+積載荷重）からスラブ自重を差し引いた数値である。

*7 この耐火条件に適合しない場合は，吹付けロックウール被覆耐火構造（下記表参照*デッキ板厚注意）を適用する。

*8 頭付きスタッドはφ16ｍｍ以上@300ｍｍ以下とする。

溶接金網又は

鉄骨梁
50

スパン

ｺﾝｸﾘｰﾄ

合成デッキ

30

鉄骨梁
50

30

スパン

溶接金網又は

（普通）
ｺﾝｸﾘｰﾄ

50

鉄骨梁

※梁の耐火被覆は、
鉄骨梁

スパン

  必要に応じて行う。
＊梁の耐火被覆は、

鉄骨梁

50

（普通）

異形鉄筋

合成デッキ

必要に応じて行う。
異形鉄筋

EZ75

EZ50,EZ75

EZ50

FP060FL-0115

FP060FL-0114

FP120FL-9129

3認定番号 耐火時間 吹付け厚さ（mm） かさ比重（g/cm ） デッキ板厚（mm） 品名

1時間 15以上
1.0以上

1.2以上

0.3以上

EZ75FP120FL-0117 2時間 20以上 1.0以上0.3以上

FP060FL-9128 1.2以上

山上厚さ（mm）

普通50以上

普通･軽量50以上

普通50以上

普通･軽量50以上

吹付け
ロックウール被覆

EZ50,EZ75

*3 耐火認定仕様に注意

*3

＊溝部換算スラブ厚さは、EZ50 24mm、EZ75 36mmです。

吹付けロックウール

100

mm

単純
連続

呼び径D10以上

200x200以下

EZ75

Z27 K18

Z27 K18

Z27 K18

軽量１種 軽量２種

21 24

60 70 80 85 90

100  [        ]　

φ6-100 [                  ]

 [                             ]

SEﾊﾝｶﾞｰ

小口ﾌｻｷﾞ

耐火要求なし

* 許容スパンは日鉄ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄｶﾀﾛｸﾞ等を参照。

*9 スラブ自重が2,730N/ｍ を超える場合は、超えた重量分を許容積載荷重から差し引く。

2.74.4FP120FL-0183 連続

*8*9

EZ50
単純

EZ50FP120FL-0212 1.0以上 普通50以上

e-works+開口緩和（EZ50）　BCJ評定-ST0076-07　※詳細は6．e-works+開口緩和（EZ50）参照

18～24

18～24

21～24

18～24

18～24

18～24

18～24

18～24

普通90

普通60

普通80

普通85

50～

2

（kN/m ）2

ｽｰﾊﾟｰEﾃﾞｯｷ

ｽｰﾊﾟｰEﾃﾞｯｷ

ロ）開口部がデッキプレートのウェブにかかる場合は、プレートあるいは山形鋼による補強を行う。

注：合成スラブの補強として、
　　ウェブにかからない場合は補強の必要はない。

イ）開口部がデッキプレートの上フランジ又は下フランジにあり、

１．φ110mm程度で開口が独立している場合

（Ｂ）コンクリート打設前にデッキプレートを切断し、孔あけする場合

ｃ ｃ

3

D22 or 2-D16

・定着長さ；開口端より40D以上

・記号　ａ；耐力補強筋（上下端共）

　　　　ｂ；開口補強（配力筋）、D13以上

　　　　ｃ；開口補強、D10以上

M

ｆｔ・ｊ

・耐力補強筋の所要断面積；

　　増加曲げモーメント

　　　　ｄ；耐火補強筋、D13以上

Ｍ；開口によって生じる隣接スラブの

W

ｂ

Ｌ

≧40D

ａｃ

ａｔ＝

ｃ

ｂ

≧40D

ａ

ｃ

ａ）溝配筋方法

・かぶり　；30mm以上

≧40D

ａ

　　・所要配筋量は、ａt 又は ａd の大きい方。

耐火補強筋

ａt又はａdの大きい方
ａ；かぶり30mm以上

ｄ

ｂ

開口（Ｗ）

ｃ
ａ

ａ

ｃ ｂ

　　・耐火補強筋　ｄ；

ｂ）耐火補強筋を切断する場合

ｎ ： 切断された耐火補強筋の本数

ａd ： 所要鉄筋サイズ

n

ａd

1

D16

2

D19

ｄ

ｄ）連続して３谷（デッキ溝）以上に渡って開口が生じ、耐力補強筋が配筋できないような場合は適用外とする。

ｃ）開口の大きさが幅(w)600mm、奥行き(L)900mm程度を越える場合は、小梁を設けて補強する。尚、この場合連続

支持条件などの通則的耐火指定による条件に留意する。（W はデッキ幅方向を、L はデッキ長手方向を示すものとする。）

を切断

１．開口が独立している場合

W≦600mm

ａ；W,L≦300の場合はD16

ｃ；D10（上端）

ｃ

ａ）φ150mm程度
ｃ

ｃ

ｃ

（Ａ）箱抜きの場合

ｃ；D10（上端）

ロ）開口間の内法寸法≦３×開口径

ｂ；D13（上端）、ｃ；D10（上端）

ａ；D13（上・下端）

ｃｃ ｃ

ａ ａ

ｃ

b

b

ａ

ｃ

イ）開口間の内法寸法>３x開口径
ａ）φ150mm程度

ｃ ｃ

２．開口が連続している場合 ｂ）開口群

ｃ

ｃ

ｃ

L≦

それ以外はD22

900mm

ｂ）□300程度

c）□600x900程度

□600x900程度の開口部と

ｂ；D13(上端)、ｃ；D10(上端)

★先に孔をあける場合は、支保工を用いるか小梁でコンクリート打設時に必ずデッキを補強する。

★本仕様の範囲外の場合は、イ）小梁を設ける、ロ）鉄筋コンクリートスラブとして補強する等の処置を施す。

★合成スラブ開口周辺の上端には開口補強（D10以上）を施す。

★原則としてコンクリート硬化後にデッキプレートを切断し、孔あけ（箱抜き）とする。合成スラブの開口部補強

ｃ；D10（上端）

ａ；D16（上・下端）

ｂ；D13（上端）

b

ｃ；D10（上端）

ａ；D22（上・下端）

ｂ；D13（上端）

b

ｃ

b

ａ

ｃ

ａ

b

ａ

ｃ ｃ

ａ

（イ，ロ共通）

b

b

ａ

ｃ ｃ

ａ

ｃ ｃ

開口群を独立した一つの開口と見なし、

同様の補強とする。

開口補強（ｃ；D10）は行う。

仮想開口

ｃ

ｃ

積載荷重・支持スパンが耐火認定範囲を超える場合には別途お問い合わせください。

改訂：2023年5月

品名

開口寸法

開口位置

開口率
25％以下

250mm以上

300mm以下※

EZ50

適用範囲項目

デッキ長手方向

450mm以上

mx

my

ex

ey

rx

ry 12％以下

記号

―

表6.1の適用範囲を満足する場合、耐力補強筋を省略できる。

※開口率の制限により、許容開口寸法の最大が300mmを下回る

mx

m
y

複数開口時の取り扱い

mx1 mx2sx

sx≧

イ）一つの大きな開口とみなして、左表を満足することを確認する。

ロ）デッキ幅方向において、開口同士の内法距離sxが下式を満たす場合、個々の

場合がある。詳細は下記及び下表を参照すること。

mx1+mx2

2
×3

lx

mx2

ly

開口率の考え方

ex

e
y

デ
ッ

キ
長

手
方

向

※開口寸法に応じ、面内せん断耐力を低減する必要がある。

詳細は別途お問い合わせください。

ex≧450

ey≧250

デッキ幅方向

デッキ長手方向

デッキ幅方向

デッキ長手方向

デッキ幅方向

表6.1 適用範囲

mx1

my

ハ）梁芯と開口の最小距離exおよびeyが左表を満足することを確認する。

rx=
Σmx

lx
0.25

ry=
my

0.12

≦

≦
ly

1.5

180

1.6

192

1.7

204

1.8

216

1.9

228

2.0

240

2.1

252

2.2

264

2.3

276

2.4

288

2.5

300

表6.2 開口率に基づく梁芯間スパンにおける開口投影長さの和の上限(mm)

梁芯間にある開口投影長さの和(Σmx,my)を梁芯間スパン(lx,ly)で除した値を開口率(rx,ry)とする。開口率の制限は梁芯間スパンに応じて表6.2の通りである。

375 400 425 450

my

Σmx 475 500 525 550 575 600

※上記の表は開口投影長さの和であり、開口1つあたりの開口寸法は300mm以下とする。

梁芯間スパンlx,ly（ｍ）

625

単独開口とみなすことができる。(長手方向は開口同士の距離に依らない。)

ロ）

イ）

ハ）

（ｂ）幅方向の調整は、幅調整板（フラッシング）を用いる。

（ｂ）頭付きスタッドの施工は ＪＡＳＳ６ による。

（ｂ）かぶり厚さを確保するスペ－サ－を１ｍ以内に設置する。

○ ○ ○

○○○

○ ○ ○

○ - -

○ ○ -

○ - -

○ - -

○○ -

１

２

３

４

５

６

７

８

９

スーパーＥデッキ EZ50，EZ75 デッキ合成スラブ
設計･施工標準仕様書 開口緩和

共通タイプ

全板厚

D
3.   施　　　　工 2-2.  耐  火  設  計 【板厚1.2mm以上】

4-1.   標準納まり ： S造（鉄骨造）の場合 

5. ひび割れ拡大防止のための留意点(参考)

4-2.溶接金網又は異形鉄筋の納り(共通)

1.   設　　　　計 

2-1.  耐火設計　（耐火補強筋不要仕様） 【板厚1.0mm以上】

7.    開  口  部  補  強　(例)

6.　e-works+開口緩和（EZ50）
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構造設計一級建築士　NO000539　原田　啓咲

一級建築士　　　　　NO137491構造設計

日 鉄 ル ー フ デ ッ キ 設 計 ･施 工 標 準 仕 様 書 １８Ｒ８．３
汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

株 式
会 社

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1

　 600mm

　 [       ]mm

(ピッチ)

　 SEメンド(EZ75,EZ50)

EZ75

EZ50

75

50

嵌合

（ａ） 排気口、天窓等で開口の大きさが幅方向360mmまたは長さ方向＿＿＿mmを超える場合は梁で支持する等の補強を行なう。

（ｂ） 開口が幅方向360mm以下かつ長さ方向＿＿＿mm以下の場合は、

（ビス止め不要）

（図１）

の機械的性質を満足するもの、または国土交通大臣の材料認定を取得したものとする。

JIS A 5529（発射打込みびょう）、または国土交通省の材料認定を取得したものとする。

ピッチ

短期長期

溶接方法 焼抜き栓溶接（SPW）

190～230

6 以上

18 以上

8～12

1.0～1.6

項目

溶接棒及び溶接材料

溶　接　機

溶接作業者資格

準

標

接

溶

件

条

溶接　電圧（Ｖ）

アークタイム（sec）

溶接径（mm）

梁フランジ板厚（mm）

溶接　電流（Ａ）

ルーフデッキ板厚（mm）

又はエンジン溶接機230A以上

交流アーク溶接機AW250A以上

JIS Z 3841基本級以上

JIS Z 3801基本級以上又は

デッキ板厚

1 割付け計画

2

3 敷込み・仮止め

工法・工程・割付け計画をたてる。

（ｃ）梁上を清掃し、所定の位置に墨出しをする。

搬入・保管・揚重・仮置・墨出し

（ａ）ルーフデッキ相互を嵌合により接合させながら敷込む。（図１）

（ｂ）ルーフデッキは梁上に安全な状態で仮置きし、風等で飛ばされないように養生する。

（ａ）揚重は２点吊りとし、ルーフデッキをワイヤで傷つけないようにする。

構造認定を受けた発射打込みびょう

［建築材料認定番号　MPIN-0001］　（※問合せ先：日本ヒルティ株式会社）

［建築材料認定番号　MPIN-9002］ （※問合せ先：日本パワーファスニング株式会社）

4 ルーフデッキと梁との接合

検査6

5 開口部補強

ただし、必要に応じてスパン毎に１～２箇所溶接またはビス止めを行う。

（ｃ）焼抜き栓溶接の施工位置は接合部の検討を別途行い決定する。

（ｂ）ドリリングタッピンねじの施工位置は接合部の検討を別途行い決定する。ただし、図２は耐火認定上の最低仕様である。

　　　梁（母屋）が厚い場合は、ルーフデッキと梁（母屋）に下穴を開けた後に、ねじを取り付ける。

（ａ）発射打込みびょうの施工は発射打込みびょうメーカーの施工要領による。施工位置は接合部の検討を別途行い決定する。

図

り

ま

納

準

標

工

　 ドリリングタッピンねじ

ルーフデッキ形状・寸法

ＥＺ７５EZ75

ｽｰﾊﾟｰE

　 クローザー(EZ75,EZ50,HYPER)

施溶接径 18mm以上

　 焼抜き栓溶接(SPW)

溶接位置等は特記による。接合位置は特記による。構造認定を受け

　 発射打込みびょう

た発射打込みびょうを使用すること。

品　　名ルーフデッキ

設

種　　類

注　　記

梁との接合形式

計

設計仕様に該当する□内にレ印にて記入して下さい。

システム部品

1.2mm

1.6mm

（イ）規格

・溶接条件及び溶接機器仕様

　 1.0 　  1.2

120
HYPER

（ビス止め不要）

嵌合

1.0mm

　 UA-R

75
UA-R

120

50

75

(板厚1.0mm,1.2mm)

(板厚1.0mm,1.2mm,1.6mm)

(板厚1.2mm,1.6mm)

(板厚1.2mm,1.6mm)

(板厚1.2mm,1.6mm)

(板厚1.6mm)

(板厚1.6mm)

１山品標準品

（イ）規格

1.0mm

1.6mm

1.2mm

デッキ板厚 長期 短期

短期長期デッキ板厚

1.2mm

1.6mm

1.0mm

（f）ﾄﾞﾘﾘﾝｸﾞﾀｯﾋﾟﾝねじ１箇所当り引抜耐力

ピッチ

ﾄﾞﾘﾘﾝｸﾞﾀｯﾋﾟﾝねじ

UA-R

EZ50

EZ75

HYPER

嵌合

（ビス止め不要）

材料認定を取得したものを使用すること。

　 EZ50 　 EZ75 　 HYPER

板　　厚

表面処理

　 1.2　　 1.6 　 1.2　　 1.6 　 1.0　　 1.2　　 1.6

　 Ｚ12　　 Ｚ27　　 K18　　　 その他 [　　        　　] 

デッキ支持条件

支持スパン

単純支持

認定番号

3.8m 3.8m 3.2m 3.2m 3.2m 5.0m 5.0m 5.0m

FP030RF－0161 FP030RF－0123
FP030RF

FP030RF－0053
－0036 －0103

FP030RF

適用母材板厚

寸　　法

6mm以上32mm以下 2.3mm以上6mm未満

耐　火　仕　様 UA-R品　　名 EZ50 EZ75 HYPER

（ｂ）ルーフデッキ長手方向の梁へのかかり代は５０mm以上とする。

小梁

大梁

小梁

大梁大梁

小梁小梁

大梁

ルーフデッキ

ルーフデッキ ルーフデッキ

接合位置

大梁

小梁大梁 大梁

大梁

接合位置
接合位置接合位置

梁耐火被覆用メンド

接合位置

ルーフデッキ

接合位置

ルーフデッキ

ルーフデッキ

接合位置

ルーフデッキ

亜鉛めっき鋼板

接合位置

ルーフデッキ

75

梁（母屋）

支持スパン

梁（母屋）

＊梁の耐火被覆は、必要に応じて行う。

支持スパン

梁（母屋）
ルーフデッキ

支持スパン

梁(母屋)

梁の耐火被覆は、必要に応じて行う。

接合部（発射打込み鋲、

ﾄﾞﾘﾘﾝｸﾞﾀｯﾋﾟﾝねじ、焼抜き栓溶接）

50mm以上

ルーフデッキ

接合位置

亜鉛めっき鋼板

亜鉛めっき鋼板等（耐火仕様の場合）

接合位置

ルーフデッキ

小梁

亜鉛めっき鋼板等（耐火仕様の場合）

接合位置

亜鉛めっき鋼板等（耐火仕様の場合）

ルーフデッキ

20mm

ルーフデッキ

接合位置

大梁

接合位置

ルーフデッキ

小梁

亜鉛めっき鋼板等

（耐火仕様の場合）

注

意

項

事

ルーフデッキ

　　５．梁の耐火被覆については梁の耐火設計による（本耐火仕様はルーフデッキのみが対象である）。

　　４．ルーフデッキから直接吊り金具等を使用して天井等を吊ることは原則不可とする。

　　１．スパンは、梁（母屋）の中心間距離とする。

　　２．ルーフデッキと梁（母屋）との接合は、焼抜き栓溶接、発射打込みびょう、またはドリリングタッピンねじとする。

　　３．ルーフデッキ相互の接合は嵌合とし、必要に応じて溶接またはビス止めを行なう。

　　６．梁（母屋）に耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆をする。

　　７．ルーフデッキ突合せ部等で生じる隙間や、やむを得ずルーフデッキを切欠く場合、鋼板または耐火材等により

【共通】

【屋根30分耐火構造仕様とする場合】

開口幅以上の余長を両端にとり補強する。

＊この場合は耐火材不要です。

屋根30分耐火構造設計・施工標準仕様書

（図３、ルーフデッキスパン方向の接合は耐火構造認定の条件ではありません。）

（耐火仕様の場合）

亜鉛めっき鋼板等

ルーフデッキ幅方向　（図２） ルーフデッキスパン方向　（図３）

発射打込みびょう又は

焼抜き栓溶接、

ﾄﾞﾘﾘﾝｸﾞﾀｯﾋﾟﾝねじ

発射打込みびょう又は

焼抜き栓溶接、

2,066N

2,333N

1,666N

1,186N

1,900N

1,426N

1,046N

1,046N

1,046N

3,100N

3,500N

2,500N

1,780N

2,850N

2,140N

1,570N

1,570N

1,570N

連続支持 単純支持 連続支持 単純支持 連続支持 単純支持 連続支持

（スパン方向の接合は耐火構造認定の条件ではありません）

※梁（母屋）に接する

場合は適宜接合して

ください。

（スパン方向の接合は耐火構造認定の条件ではありません）

遮炎性を確保する。

接合部2箇所中間1箇所(大梁)接合部2箇所

(小梁)各谷1箇所

(大梁)　各谷1箇所

(小梁) 各谷1箇所

［ ］箇所 ［ ］箇所 ［ ］箇所

［ ］箇所 ［ ］箇所 ［ ］箇所

特記は括弧内に記す。

［ ］箇所 ［ ］箇所

［ ］箇所 ［ ］箇所

（ｄ）施工者は焼抜き栓溶接講習会を受講した方が望ましい。

薄肉溶接なので、施工には留意する。

開口

溶接

L≧3W

開口幅の３倍以上の長さの山型鋼や厚手のフラットバーを用い、

耐火要求あり

耐火要求なし

(ピッチ)

※梁（母屋）に接する

　 600mm

場合は適宜接合して

ください。

　 [       ]mm

低水素系溶接棒　φ4mm

（e）発射打込みびょう１本当り引抜耐力（φ4.5mm）

（g）焼抜き栓溶接１箇所当り引抜耐力（φ18mm以上）

φ4.5ｘ23.5mm以上

W：360mm以下

S：___mm以下

補強支持材

余長 余長

「デッキプレ－ト床構造設計・施工規準」、日鉄デッキプレ－トカタログ

及び設計・施工便覧による。

日鉄ルーフデッキ

日鉄ルーフデッキ
日鉄ルーフデッキを屋根に用いた場合の設計・施工は（一社）日本鋼構造協会編

6mm以上

接合位置は特記による。JIS B1055,JIS B1059

を満足するものまたは国土交通大臣の

およびJIS B1124の機械的性質

JIS B 1055（タッピンねじ-機械的性質）JIS B 1059（タッピンねじのねじ山をもつドリルねじ-機械的性質及び性能）

JIS B 1124（タッピンねじのねじ山をもつドリルねじ）

改訂：２０２０年７月

φ6ｘ19mm以上

デッキ棟部

建物外周部デッキ幅方向

建物外周部デッキ幅方向

デッキスパン方向梁継手部デッキ棟部（母屋が離れている場合）

デッキスパン方向（デッキを連続にした場合） デッキスパン方向（ラップジョイントの場合）デッキスパン方向（デッキ突合せの場合）

デッキ幅方向（デッキを連続にした場合）デッキ幅方向（デッキ緊定部）デッキ幅方向（デッキ嵌合部）

建物外周部デッキスパン方向 デッキスパン方向（梁に耐火被覆が必要な場合） 梁上ラップジョイント詳細図（UA-R）

600

600

175 125

180 120

142158

600

11288

600

300

79 142

12090

12587.5

300

300

Ｓ

Ｌ

www

梁に耐火被覆

（φ6mm以上）
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構造設計一級建築士　NO000539　原田　啓咲

一級建築士　　　　　NO137491構造設計

１９
角形鋼管柱･H形鋼はり接合工法 NDコア設計･施工標準仕様書

【基本仕様編】
Ｒ８．３

汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

株 式
会 社

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1

角形鋼管柱･H形鋼はり接合工法 NDコア設計･施工標準仕様書【基本仕様編】

部材記号

1.NDコア仕様 2.NDコア仕様の決め方

ND150

ND175

(1)NDコアの形状寸法および重量

外径B

152

177

部材記号

単位質量板厚t

16.5

17.0

公差(mm) (mm) (kg/m)

※2　コラムとの食い違い防止のため､NDコアの外径Bを基準寸法としている｡

202

252

22.0

24.0

ND300 302 29.0

設計記号 数量(個) (1)NDコア長さLの設定方法と注意点

150～

85.1

124

184

265

ND200

ND250

材質

※1　設計記号は､部材記号-長さ(mm)で記入する｡　(例)ND300-600､ND200-550

長さ(mm) 斜め切断(勾配)

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

t
B

B

B

B

t

ND250～ND400ND150～ND200 はりA 

はりB 

はりC 

傾斜はり･斜め切断 

はりB,はりCの小口基準面 10 
X 

(1)鉄骨製作方法

(2)接合方法

(3)柱頭部補強プレート取り付け方法

4.NDコア鉄骨製作要領

a)NDコアと柱およびはりとの接合は鉄骨製作業者が行い､施工管理は鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理技

術者が行う｡ 鉄骨製作に関し特に確認すべき事項については「NDコア鉄骨加工要領書」に示す｡ 

b)記載なき事項については､(一社)日本建築学会「建築工事標準仕様書･同解説　JASS6鉄骨工事」､同「鉄骨工事

技術指針」､および(一財)日本建築センター「2018年版冷間成形角形鋼管設計･施工マニュアル」による｡ 

a)NDコアと柱およびはりフランジとの接合は完全溶け込み溶接とし､NDコアとはりウェブとの接合は隅肉溶接ま

たは高力ボルト接合とする｡

b)NDコアとはりの接合はNDコア小口面から余長e以上を確保して接合する｡余長eは別紙「柱はり対応表」にて

特記の無い限りは25mmとする｡

c)NDコアは､NDコア小口面から余長eを除いた全ての部分ではりの取り付けが可能だが､はり外面合せの場合､

NDコアの角部分と裏当て金に隙間が生じたときは､隙間を溶接で埋めて本溶接を行う等適切に処置する｡ 

a)柱頭部は､NDコア小口面に右表に示す仕様の補強プレートを全周隅肉溶接により取り付ける｡

b)全周隅肉溶接は右表に示す溶接サイズで､490N級の溶接ワイヤを用いて行う｡ 

余長≧e

余長≧e

段違い形式はり 斜め切断傾斜はり

【NDコア長さLの採り方例】

長さ範囲

(mm)

69.8

断面形状

(2)柱頭部仕様

寸法 板厚

(mm) (mm)

≧9
ND200

ND250

130×130

155×155

部材記号

NDコア
斜め切断無し

材質:SN400A,B,C､SS400､SM400A,B,C

ND175

ND150

ND300

170×170

220×220

270×270

≧6

≧12

a)柱頭部では､NDコア小口面に下表に示す補強プレートを取り付けること｡

≧9

130×PL

155×PL

170×PL

220×PL

270×PL

≧6

≧12

補強プレート仕様

寸法 板厚

(mm) (mm)

斜め切断有り
柱頭切断角　最大45ﾟ

はり傾斜角

補強プレート 

柱頭切断角以下 

c)柱頭部を斜め切断すると､NDコア小口面の長さが増加するため､右図を参考に､実状に合わせて補強プレー

柱頭部

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

□斜め切断　(　　　)度,寸

d)NDコアとはりとの接合の際､NDコア製作時の溶接余盛とはりが接触する場合は､グラインダで平滑に仕上る

等適切に処置する｡

トを準備する｡ 

余長≧e(はりC)

余長≧e(はりC)

余長≧e(はりB) 

余長≧e(はりB) 余長≧e(はりA) 

余長≧e(はりA) 

PL

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

･本仕様書は別紙「NDコア設計･施工標準仕様書【柱･はり組合せ編】」と合わせて使用

･本仕様書に記載の無い事項は､「NDコアカタログ」の他､日本建築学会「建築工事標準

書･同解説　JASS6鉄骨工事」(一財)日本建築センター「2018年版冷間成形角形鋼管

設計･施工マニュアル」および関連規基準に従うこと｡

すること｡

端あき

端あき

端あきはND150･ND175で10mm､

ND200･ND250･ND300で15mm程度

※1

※2 ※4※5※3

※3　NDコアの長さは1.0mmピッチで対応｡

ND400 402 38.6 470

+2.0 
-2.0 

ND350 310×310 310×PL

+3.0
-0 

※5　NDコアの角部に突起が生じてはりと干渉する場合､はり取付時にグラインダで仕上げをするなど適切に処置すること｡

    (斜め切断は一方向のみとし､部分切断は不可)

≧16 ≧16ND400 360×360 360×PL
ND350･ND400で20mm程度

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

ND350 352 33.8 360

※6　SN490B-ND 日本産業規格JIS G 3136(建築構造用圧延鋼材)2012の9形状､寸法､質量およびその許容差には 

示されるSN490Bの4化学成分､6炭素当量及び溶接割れ感受性組成､7機械的性質

余長≧e(はりC)

はりA 

はりB 
はりC 

余長≧e(はりA) 

段差はり 

余長≧e(はりA) 余長≧e(はりB) 

余長≧e(はりB) 

余長≧e(はりC)

CL/(2×D)≧2.5

NDL≦1500

CL:角形鋼管柱の長さ(mm)

D:角形鋼管柱の外径(mm)

D

NDL:NDコアの長さ(mm)

NDL≦1500

NDL:NDコアの長さ(mm)

≧l(はりC)

かつ
≧l(はりB)

≧l(はりC)

≧l(はりA)かつ

≧l(はりB)かつ

≧l(はりC)

≧l(はりB)かつ

≧l(はりA)かつ

a)NDコアの長さLは､取付く各はり(最大で4方向)全てに対して､最小余長eを確保し､かつ最小長さl以上となるようにする。

適合していないが､当該JISに

10外観､11試験､12検査､13再検査の各規定に適合している｡
L≧l L≧l L≧lL≧l

b)柱頭部を斜め切断する場合は､片流れの切断とし､切断角度は45ﾟ以下とする｡

※4　NDコア側面には溶接ビードの盛り上がりがあるため､はり取付時はグラインダで仕上げをするかもしくははりウェブを切り欠くなど適切に処置すること

※7　NDコアの表面に錆が発生していることがあります｡はりとの溶接時に支障となる錆は除去して下さい｡

※6

SN490B-ND 

が望ましい｡ 

c)どぶ付けめっきのため補強プレートに開口を設ける場合は､断面欠損を考慮し､板厚を割増すこと

(財)ベターリビング評定　CBL SS008-19(令和7年3月31日付)

c)柱頭部上部を斜め切断仕様とする場合は､それぞれの接合面に対応する小口において､最小余長e､最小長さlを確保する。

b)はりに傾斜がある場合には､はり取り付き部の長さの増加を加えてNDコア長さを設定すること｡ 

小口が傾斜している面では､低い位置を基準として最小余長e､最小長さlを確保する。

柱の板厚が上下で異なる場合は、最小余長e､最小長さlともに長い方の数値を採用する。

d)NDコアは厚肉鋼管のため角形鋼管柱より剛性が大きい特徴がある｡層に占めるNDコア全長の割合が大きい場合､曲げ　

2.5以上､NDコアの長さは1500mm以下としている｡

最小余長e､最小長さlは柱はりの組合せで決まっている寸法であり「設計・施工標準仕様書【柱はり組合せ編】」を参照する。

とせん断力の比率に応じ､柱の変形性能が変わる恐れがあるため評定CBL SS008-19の適用範囲において柱せん断スパン比は

はり下端の段差

棟部 桁部(斜め切断)

バルコニー部の段差

隅柱･側柱 はり芯が斜めの場合

5.NDコア納まり例

(1)はり取り付け位置

(3)段違い形式はり

※)柱頭上部の斜め切断の勾

(5)柱頭部

陸屋根 桁部

(2)一般部

一般部

(6)デッキプレート納まり

(7)NDコアと屋根用かさ上げ材の納まり

(8)補強プレートどぶ付けめっき用開口

デッキ受け材(板厚6mm以上)

･通しダイアフラムが無いため､デッキ

受けを取付けて対応する｡

･受け材の板厚は6mm以上とする｡

･デッキプレートの乗せ代は､デッキの

規基準等に従う｡

かさ上げ材切欠き 余長を大きく取る 補強プレートを厚くする場合

かさ上げ材切欠き 補強プレート厚肉化

余長大

※開口位置･大きさについては､どぶ付けめっきメーカーと相談して決めることが望ましい｡

中央大+4隅小 4隅大

※開口を設ける場合は､断面欠損を考慮し､板厚を割増すことが望ましい｡

(4)スロープ

スロープ部

中柱 中柱 (柱径=はり幅)

配は45ﾟ以下とすること

中間階部 柱頭部

補強プレート

余長≧e

余長≧e

隅肉溶接仕様

≧9

≧6

≧12

または 
高力ボルト接合 

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

または 
高力ボルト接合 

寸法 板厚※

(mm) (mm)

≧9
ND200

ND250

130×130

155×155

部材記号

NDコア
斜め切断無し

材質:SN400A,B,C､SS400､SM400A,B,C

ND175

ND150

ND300

170×170

220×220

270×270

≧6

≧12

≧9

130×PL

155×PL

170×PL

220×PL

270×PL

≧6

≧12

補強プレート取り付け仕様

寸法 板厚※

(mm) (mm)

斜め切断有り

溶接サイズ

(mm)

ルート1-1

ルート1-2

ルート2

通しダイアフラム形式のBCR295と同様にフレーム

ただし､NDコア使用部においてパネル崩壊が生じな

いため､柱･はり耐力から崩壊形を判定して､フレー

ム設計を行う｡

崩壊形の判定に影響しない､柱頭部については､

特別な検討は不要である｡

ルート3

設計が可能｡

通しダイアフラム形式のBCR295と同様にフレーム

設計が可能｡

ND350 310×310 310×PL

※　角落ち防止のため､板厚は1サイズアップを推奨する｡

≧16≧16 ≧16ND400 360×360 360×PL

　･(一財)日本建築センター「2020年版建築物の構造関係技術基準解説書」

行う｡

3.鉄骨躯体の設計方法

コアは適用範囲においてパネル崩壊とならないため､柱はり耐力比から崩壊形を判定して保有耐力の検討を

フローに従って､部材の設計､架構解析､耐力の確認等を行う｡ただし､ルート3を用いて設計をする場合､ND

c)NDコアを用いた柱およびはり等の鉄骨フレームの設計については､下記の規基準等によるものとし､通常の設計

置換して､鉄骨フレームの設計を行うことができる｡ 

b)NDコアを用いた柱はり接合部では､通しダイアフラム形式の架構と同様に節点を剛とし､柱およびはりを線材

おり､あらためて接合部の検討は不要である(【柱はり組合せ編】参照)｡ 

a)NDコアは柱･はり組合せ表の範囲において柱､はりに対して､許容応力度設計､保有耐力接合条件を満足して

　･平成20年5月23日施行改正建築基準法

　･同「2018年版冷間成形角形鋼管設計･施工マニュアル」

　･平成19年国土交通省告示第593号､第594号､第595号､第596号

･建築構造用圧延鋼材(JIS G 3136) SN400B,C

･一般構造用圧延鋼材(JIS G 3101) SS400

･溶接構造用圧延鋼材(JIS G 3106) SM400A,B

a)適用する柱材の材質および規格

･建築構造用冷間成形角形鋼管　BCR295

･一般構造用角形鋼管(JIS G 3466) STKR400 

b)適用するはり材の材質および規格:下記規格のH形鋼 
(2)適用する柱およびはり材

※8　四面ボックスタイプの新仕様(ND400P)は単位質量および材質が異なりますので、別途お問い合わせください。

※8　

2025.08

□ND150  □ND175  ■ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  ■ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  ■ND350  □ND400
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２０Ｒ８．３
汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

株 式
会 社

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1

･本紙は､「NDコア設計･施工標準仕様書【基本仕様編】」および「ND

コア設計･施工標準仕様書【柱･はり組合せ編】」と合わせて使用す

ること｡

4-1.ND150～ND200

※最小余長eに記載の無い場合は25mmとする｡記載がある場合は､数値以上の余長を確保する｡

※表中のNG範囲は適用不可｡

4.NDコア最小長さｌと余長ｅ

余長≧e 

はり

余長≧e

角形鋼管柱

はりA

余長≧e(はりA)

はりB

余長≧e(はりA) 

余長≧e(はりB) 

余長≧e(はりB) 

NDコア
NDコア

角形鋼管柱

1.表の見方

2.NDコアの形状および寸法

B
t

B

B B

t

ND250～ND400ND150～ND200

断面形状 ※4※5

L≧ｌ

はり

350

400

450

500

550

350

400

446

496

546

450

500

550

H-100×50

H-125×60

H-150×75

H-175×90

H-198×99

H-200×100

H-248×124

H-250×125

H-298×149

H-300×150

H-346×174

H-350×175

H-396×199

H-400×200

H-446×199

H-450×200

H-496×199

H-500×200

150

200

250

300

150

200

248

250

298

300

348

H-596×199646

175 175

225 225

248

298

348

396 396

446

496

546

646

9 12

e eｌｌｌ e

6

646

546

496

446

396

348

298

248

225

175

300

250

200

150

550

500

450

400

350

ｌ ｌ ee

□200(BCR295)

129

646 646

546 546

496 496

446 446

396396

348 348

298 298

248 248

225225

175175

300

250

200

150

300

250

200

150

550

500

450

400

350

550

500

450

400

350

345   35

ｌｌｌｌｌｌｌｌ最小長さｌ最小余長ｅ ｌｌｌｌｌ eeeeeeeeeeee

6129612961296

e

1296

□150(BCR295) □150(STKR400) □175(BCR295) □175(STKR400)

ND175ND150

板厚

径(材質)

NDコア

柱

646

546

496

446

396

348

298

248

396396396396396

348348348348348348348348348348348

298298298298298298298298298

248248248248248248248248248248248

225225225225225225225225225225

175175175175175175175175175175175175

225232

H-596×199×10×15

300

250

200

150

335

150150150150150150

550

500

450

400

350

400

350

325

250

200

400

350

310

250

200

400

350

300

280

200

400

373

303

250

200

400

350

250

200

細幅

400

396

350

300

310

270

200

350

300

250

200

150

350

300

250

200

150

350

300

250

200

150

350

300

250

200

150

350

300

250

200

150

350

348

300

298

250

248

225

200

175

150

H-500×200×10×16

H-496×199×9×14

H-450×200×9×14

H-446×199×8×12

H-400×200×8×13

H-396×199×7×11

H-350×175×7×11

H-346×174×6×9

H-300×150×6.5×9

H-298×149×5.5×8

H-250×125×6×9

H-248×124×5×8

H-200×100×5.5×8

H-198×99×4.5×7

H-175×90×5×8

H-150×75×5×7

H-125×60×6×8

H-100×50×5×7

ND150

ND175

外径B

152

部材記号

板厚t

16.5

17.0

公差(mm) (mm)

202

252
22.0

24.0
ND300 302 29.0

ND200
ND250

材質

+2.0 
-2.0 

長さ範囲
※2

ND350 352 33.8

150～

公差(mm)

+3.0 
-0 

単位質量

(kg/m)

単位質量

(kg/m)

85.1

124

184

265

69.8

360

※3

ND400 402 38.6 470

177

□200(STKR400)

ND200

※1　記載の無い場合は25mmとする｡記載がある場合､数値以上の余長を確保する｡

使用する柱(横軸)､はり(縦軸)を選択し､NDコアの必要最小長さｌと余長の必要最小寸法ｅを確認する

･柱材:BCR295およびSTKR400の冷間ロール成形角形鋼管

･はり材:400N級(SS400､SM400､SN400B･C等)のJIS G 3192記載のH形鋼

･最小余長e:確保する余長の最小値

･NDコア長さL:NDコアの長さ

･余長:NDコア小口面から はりフランジ端面までの距離

･最小長さｌ：柱はり組合せで決まるNDコアの最小長さ

※2　コラムとの食い違い防止のため､NDコアの外径Bを基準寸法としている｡

※3　NDコアの長さは1.0mmピッチで対応｡

　　　切り欠くなど適切に処置すること｡
※4　NDコア側面には溶接ビードの盛り上がりがあるため､はり取付時はグラインダで仕上げをするか､もしくははりウェブを

※5　NDコアの角部に突起が生じてはりと干渉する場合､はり取付時にグラインダで仕上げをするなど適切に処置すること｡
※6　SN490B-ND 日本産業規格JIS G 3136(建築構造用圧延鋼材)2012の9形状､寸法､質量およびその許容差には適合してないが 

10外観､11試験､12検査､13再検査の示されるSN490Bの4化学成分､6炭素当量及び溶接割れ感受性組成､7機械的性質当該JISに

※1

各規定に適合している｡

NG NG
NG NG

角形鋼管柱･H形鋼はり接合工法 NDコア設計･施工標準仕様書  【柱･はり組合せ編･別表  1/3 はり細幅】

SN490B-ND 
※6

(財)ベターリビング評定　CBL SS008-19(令和7年3月31日付)

H-198×99×4.5×7

H-200×100×5.5×8

H-248×124×5×8

H-250×125×6×9

H-298×149×5.5×8

H-300×150×6.5×9

H-346×174×6×9

H-350×175×7×11

H-396×199×7×11

H-400×200×8×13

H-446×199×8×12

H-450×200×9×14

H-496×199×9×14

H-500×200×10×16

H-596×199×10×15

H-600×200×11×17

細幅

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

646

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

646 646 646

H-606×201×12×20

H-198×99

H-200×100

H-248×124

H-250×125

H-298×149

H-300×150

H-346×174

H-350×175

H-396×199

H-400×200

H-446×199

H-450×200

H-496×199

H-500×200

H-596×199

H-600×200

H-606×201

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646

551

はり

2025.04

3.注意点

4-2.ND250～ND350

H-606×201×12×20

H-600×200650 650

H-606×201

650650650650H-600×200×11×17

H-100×50×5×7

H-125×60×6×8

H-150×75×5×7

H-175×90×5×8

150

175

200

225

柱

NDコア

径(材質)

板厚 6 12 16

e

9

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

e e eｌ ｌ ｌ ｌ最小長さｌ最小余長ｅ

H-100×50

H-125×60

H-150×75

H-175×90

ND300

□300(STKR400)□300(BCR295)□250(STKR400)

6 12 169 6 12 169 6 12 16919 19

ND350

□350(STKR400)□350(BCR295)

12 169 12 16919 1922 22

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

150

175

200

225

e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e eｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌe

□250(BCR295)

ND250

･組合せ表の最小長さｌ、最小余長ｅは、はりの短期降伏耐力をはり全断面を有効として設定している。
･NDコアの標準的な納まり等は､｢NDコア設計･施工標準仕様書【基本仕様編】｣に記載している｡

･NDコアの表面に錆が発生していることがあります｡はりとの溶接時に支障となる錆は除去して下さい｡ NG

L≧l（はりＢ）

L≧l（はりＡ）かつ

NG
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構造設計一級建築士　NO000539　原田　啓咲

一級建築士　　　　　NO137491構造設計

NDコア設計･施工標準仕様書 
 【柱･はり組合せ編･別表  2/3 はり中広幅】

２１Ｒ８．３
汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

株 式
会 社

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1

･本紙は､「NDコア設計･施工標準仕様書【基本仕様編】」および「ND

コア設計･施工標準仕様書【柱･はり組合せ編】」と合わせて使用す

ること｡

275

326    45

150

302

225

250

150 150 150

200 200 200 200

250 225

175175175175

1.表の見方

4-1.ND150～ND200

広幅

中幅

広幅

150 150 150 150 150 150 150 150 150 155 150

190 175 198 175 180

244

294

344

150

175

210

250

柱

NDコア

径(材質)

板厚

ND150 ND175

□175(BCR295)□150(STKR400)□150(BCR295)

6 9 12

e

6 9 12 6 9 12 6 9 12 6

212 198 198 217 198 198 217 198 230 198 198

150

205

e e e e e e e e e e e e

※最小余長eに記載の無い場合は25mmとする｡記載がある場合は､数値以上の余長を確保する｡

NG NG
NG NG

NG NG
NG NG

※表中のNG範囲は適用不可｡斜線部分は個別に検討が必要なので問い合わせ下さい｡

最小長さｌ最小余長ｅ

4.NDコア最小長さｌと余長ｅ

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌｌｌ

290   35

294    294 294    294 304

213   35 220   35 265   70 235   45 270   70 245   55

316    35

243   35 250   30

ND400

余長≧e 

はり

余長≧e

はりA

余長≧e(はりA)

はりB

余長≧e(はりA) 

余長≧e(はりB) 

余長≧e(はりB) 

NDコア
NDコア

3.注意点

2.NDコアの形状および寸法

B

ND150

ND175

外径B

152

部材記号

板厚t

16.5

17.0

公差(mm) (mm)

202

252
22.0

24.0
ND300 302 29.0

ND200
ND250

材質

t
B

B B

t

ND250～ND400ND150～ND200

+2.0 
-2.0 

長さ範囲 断面形状※2 ※4※5

ND350 352 33.8

150～

公差(mm)

+3.0 
-0 

単位質量

(kg/m)

単位質量

(kg/m)

85.1

124

184

265

69.8

360

※3

402 38.6 470

L≧ｌ

177

角形鋼管柱 角形鋼管柱

198

244

335

344

310

400

294

380

294

344

390 390 390

198 198 198

244 244 244

中幅

4-2.ND250～ND350

柱

NDコア

径(材質)

板厚 6 12 16

e

9

e e eｌ ｌ ｌ ｌ最小長さl 最小余長ｅ

492    75

244 244

336 305

344 344

150 150

175 175

200 200

280 250

9 12

198 198

e e

NG

NG

ｌ ｌ

350   70 330   60

244

294

344

150

175

215

225

250

6

ND200

198

eｌ

244 244

294 320

344 344

150 150

175 175

200 200

265

255

9 12

198 198

e eｌ ｌ

285   30

345   65

310

225

275

350

401     50

430     35 510   105

357 300

350 350 430 510   105

345

510   105

150 150 150 150

200 200 200 200

275 260 235

280

150

200

262

150

200

250

150

200

250

150

200

283

150

200

268

150

200

250

150

200

250

150

200

250

150

200

510   105

638

175

638638638638638638638

175175175175175175175175175175175 175

225 225 225 225 225 225 225 225 225

325 300 300 300 353

350

340 305 300

150

200

150

200

250

150

200

250

150

200

250

150

200

150

200

150

200

250

150

200

250

150

200

387

638638638638638638638638638

175175175175175175175175175

225 225 225 225 225 225 225 225 225

348315

250

150

200

638

175

225

300

380

250

150

200

638

175

225

742742742742742742742742742 742

750750750750750750750750750 750

842842842842842842842842842 842

850850850850850850850850850 850

940940940940940940940940940 940

950950950950950950950950950 950

742742742742742742742742742 742

750750750750750750750750750 750

842842842842842842842842842 842

850850850850850850850850850 850

940940940940940940940940940 940

950950950950950950950950950 950

644

962

644 644 644 644 644 644 644 644 644

962 962 962 962 962 962 962 962 962

250 250 250 250

400 400 400 585   110

NG NG

NG

NGNG

325    40 315    30

385    30 387    35

465    75

410    55 396    45

485    90 425    30465    70

377    35

470    60 475    60 440    40 412    35

294

344

320

344

300

394

294

354 370

390

440

490

353

460

440

490

344

440

490

344

435

490

344

390

358

390

440

490

344

440

455

440

422

440

430

505

532 532

538

490 490 490490

198 198 198 198

244 244 244 244

198 198 198 198 198 198 198 198 198 198

244 244 244 244 244 244 244 244 244 244

294 294 294 294 294 294 294 294 294 294

532 532532532 532532 532

538538538538538538538538

390390 390 390 407

440

490

390

490

390 390

488

435

445

560

420

440

490

390

440

390

515

555

510490

198 198 198 198 198 198 198 198

244 244 244 244 244 244 244 244

294 294 294 294 294 294 294 294

532 532532 532570 532532 532

538538538538590538538

344

395

525

198

244

294

532

538

344 344

390

480

532

595

198

244

294

344 344 344 344 344 344 344 344 344 344

ND300

□300(STKR400)□300(BCR295)□250(STKR400)

6 12 169 6 12 169 6 12 16919 19

ND350

□350(BCR295)

12 169 12 16919 1922 22

e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e

525    

ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ

625    70 595    60

542    60575    90 560    85

470    35

565    70

640    90

603    35

605    65

635    40

632

638

632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632

NG

･柱材:BCR295およびSTKR400の冷間ロール成形角形鋼管

･はり材:400N級(SS400､SM400､SN400B･C等)のJIS G 3192記載のH形鋼

･NDコア長さL:NDコアの長さ

･最小長さｌ：柱はり組合せで決まるNDコアの最小長さ

･余長:NDコア小口面から はりフランジ端面までの距離

･最小余長e:確保する余長の最小値

･NDコアの標準的な納まり等は､｢NDコア設計･施工標準仕様書【基本仕様編】｣に記載している｡

※1

※1　記載の無い場合は25mmとする｡記載がある場合､数値以上の余長を確保する｡

※2　コラムとの食い違い防止のため､NDコアの外径Bを基準寸法としている｡

※3　NDコアの長さは1.0mmピッチで対応｡

※6　SN490B-ND 日本産業規格JIS G 3136(建築構造用圧延鋼材)2012の9形状､寸法､質量およびその許容差には 
示されるSN490Bの4化学成分､6炭素当量及び溶接割れ感受性組成､7機械的性質当該JISに

各規定に適合している｡

※4　NDコア側面には溶接ビードの盛り上がりがあるため､はり取付時はグラインダで仕上げをするか､もしくははりウェブを

※5　NDコアの角部に突起が生じてはりと干渉する場合､はり取付時にグラインダで仕上げをするなど適切に処置すること｡
適合していないが

10外観､11試験､12検査､13再検査の

･NDコアの表面に錆が発生していることがあります｡はりとの溶接時に支障となる錆は除去して下さい｡

使用する柱(横軸)､はり(縦軸)を選択し､NDコアの必要最小長さｌと余長の必要最小寸法ｅ　を確認する

　　　切り欠くなど適切に処置すること｡

□175(STKR400) □200(BCR295) □200(STKR400)

□250(BCR295)

はり

はり

はり

はり

H-194×150×6×9

H-244×175×7×11

H-294×200×8×12

H-340×250×9×14

H-390×300×10×16

H-440×300×11×18

H-482×300×11×15

H-488×300×11×18

H-588×300×12×20

H-594×302×14×23

H-700×300×13×24

H-792×300×14×22

H-800×300×14×26

H-900×300×16×28

H-912×302×18×34

H-100×100×6×8

H-125×125×6.5×9

H-150×150×7×10

H-175×175×7.5×11

H-200×200×8×12

H-250×250×9×14

H-300×300×10×15

H-350×350×12×19

H-692×300×13×20

H-890×299×15×23

H-148×100×6×9

H-194×150×6×9

H-244×175×7×11

H-294×200×8×12

H-340×250×9×14

H-390×300×10×16

H-440×300×11×18

H-482×300×11×15

H-488×300×11×18

H-588×300×12×20

H-594×302×14×23

H-700×300×13×24

H-792×300×14×22

H-800×300×14×26

H-900×300×16×28

H-912×302×18×34

H-100×100×6×8

H-125×125×6.5×9

H-150×150×7×10

H-175×175×7.5×11

H-200×200×8×12

H-250×250×9×14

H-300×300×10×15

H-350×350×12×19

H-692×300×13×20

H-890×299×15×23

H-148×100×6×9

H-100×100×6×8

H-125×125×6.5×9

H-150×150×7×10

H-175×175×7.5×11

H-200×200×8×12

H-250×250×9×14

H-300×300×10×15

H-588×300×12×20

H-594×302×14×23

H-700×300×13×24

H-792×300×14×22

H-800×300×14×26

H-900×300×16×28

H-912×302×18×34

H-350×350×12×19

H-692×300×13×20

H-890×299×15×23

H-148×100×6×9

H-194×150×6×9

H-244×175×7×11

H-294×200×8×12

H-340×250×9×14

H-390×300×10×16

H-440×300×11×18

H-482×300×11×15

H-488×300×11×18

H-582×300×12×17

H-100×100×6×8

H-125×125×6.5×9

H-150×150×7×10

H-175×175×7.5×11

H-200×200×8×12

H-250×250×9×14

H-300×300×10×15

H-588×300×12×20

H-594×302×14×23

H-700×300×13×24

H-792×300×14×22

H-800×300×14×26

H-900×300×16×28

H-912×302×18×34

H-350×350×12×19

H-692×300×13×20

H-890×299×15×23

H-148×100×6×9

H-194×150×6×9

H-244×175×7×11

H-294×200×8×12

H-340×250×9×14

H-390×300×10×16

H-440×300×11×18

H-482×300×11×15

H-488×300×11×18

H-582×300×12×17

NG

NG

ND250

□350(STKR400)

NG

NG

NG

NG

480

角形鋼管柱･H形鋼はり接合工法 NDコア設計･施工標準仕様書  【柱･はり組合せ編･別表  2/3 はり中広幅】

SN490B-ND 
※6

590    95

(財)ベターリビング評定　CBL SS008-19(令和7年3月31日付)

2025.04

･組合せ表の最小長さｌ、最小余長ｅは、はりの短期降伏耐力をはり全断面を有効として設定している。

L≧l（はりＡ）かつ

L≧l（はりＢ）
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鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1汎 建 築 設 計 事 務 所株 式
会 社

既 存 ス ラ ブ 復 旧 図



大潟村村民体育館増改築工事 Ｓ

構造設計
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150,60

電 気 室 　 伏 図 ・ 軸 組 図 ・ 基 礎 詳 細 図
300,30
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鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

株 式
会 社

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1

軸 組 図

既J　通り Y8’通り X7　通り

基 礎 詳 細

Ｒ Ｆ 伏 図

基 礎 伏 図
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日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

株 式
会 社

縮

尺

図

面

番

号

Ａ 3： 1

Ａ 1： 1
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構造設計一級建築士　NO000539　原田　啓咲

一級建築士　　　　　NO137491構造設計

電気室　ベースパック柱脚工法設計・施工標準図Ｒ８．３ ２５
汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

株 式
会 社

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

形状（イ） 形状（ハ）

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

A B (e) 呼び

22 41 47

24 46 53

26 50 58

29 55 64

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

呼び
L b

128

X

45

60770

720

695650

133695

690,735 95,140

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

約３
０ｍ

ｍ

1

3

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

(注)上記 6 ～ 9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。 55

g1 dt

9 28

材質

55 31

60 34 SS400

65 12 37

9

9

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）
注入枠

10
3

角形鋼管

2

< Aタイプ > < Cタイプ 　>

X

45

45

60770 130

※トップフープはダブルとし、

45

L

45

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

クシート等により施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理
技術者等による。

２/３　程度

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Ｍナット

4 ベースパックグラウト(グラウト材)

5 定着座金

6 テンプレート

7 フレームポスト

8 フレームベース

9 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

10 ベースプレート

１．１ 構成部材

１．２ 柱脚の定着方法概要

３．１ ベースプレート

３．３ Mナット

３．４ 定着座金

４．１ 形状・材質 配筋

４．３ 基礎立上がり

６．１ 基礎工事

６．２ アンカーボルト据付け

６．３ 配筋およびコンクリート打設

６．４ 建方

６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め）

６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

4

1

5

9

3

7

8

6

235

鋼種 採用F値(N/mm  )

295

●材質
SN490B 【JIS G 3136】

記号

35 110

適用
a1 c

18 34

t d

31

28

10132

32 101

18

18

110

アンカーボルト a2

45

42

42

35 45 18 37

注入座金

３．６ フレームベース

i) Aタイプ ii) Cタイプ

d
異形部
呼び名

呼び
d

単位 mm 単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

を行う。

異形部
呼び名

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースパックグラウト

注1) 注1)

記号
a

寸法(mm)

ベースプレート

採用

（イ） 300t≦12□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-300×300

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

t≦16

t≦9

t≦12

t≦16

t≦19

φ45

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550

50

45

50

50

55

55

50

60

50

50

50

310

310

80

360

φ45

φ45

φ50

φ55

φ55

φ50

φ55

φ50

φ55

φ55

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36 12-D22

D13@100

本数-呼び
立上り筋 フープ筋

配筋

コンクリート柱型

(mm)

最低h寸法

550

600

600

600

650

650

650

650

650

700

700

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

材質 形状

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

アンカーボルト柱

外径 板厚

250

280

310

310

360

370

240

420

310

310

340

寸法W(mm)

フレームベース

150

180

210

210

260

270

140

320

210

210

240

寸法X(mm)

フレームポスト間

135

135

135

135

150

150

135

150

135

150

150

J寸法

(mm)l1 l2

200

230

260

260

（イ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

ベースパック

t

28

32

28

32

32

36

32

36

32

40

50

d(mm) (mm)

A

A

A

A

C

寸法D(mm)

500

610

530

560

560

680

700

740

630

620

710 ■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2018年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚
T(mm)

溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

T

覆
被

6～

6～

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

-2,+∞
(-3,+∞)

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2,+1
(-2,+2)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

溶接
姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

許容差・記号+∞は制限無しを示す。

t＜32

板厚(mm)
溶接方法

SN490B

鋼種

予熱なし

32≦t≦50

50 ℃

予熱なし

予熱なしSN490B

設計基準強度

(N/mm  )

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

●コンクリ－ト

SD345(D19,D22)

●鉄筋

SD295(D13,D16)

は21N/mm　以上とする。

●形状

２

角形鋼管

10
3

2

4

1

5

9

8

7

3

31 60 69

60770,810 98,135

80 12 40

11838 48 18 40

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

立上り高さ

80

80

80

フープ筋

立上り筋

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との
許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

e1

e1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

（イ）

（イ）

A

A

A

C

C

C

12-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

３．７ アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法
●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型
　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

g1 dt 材質

55 32

60 35 SS400

65 38

9

9

単位 mm

9

g2

168

173

178

190

l3

-

-

-

-

-

-

-

260

260

290

490

基準強度
(N/mm )

490

490

490

490

490

基準強度
(N/mm )

490

490

基準強度

(N/mm  )

iii) 特Cタイプ

適用
アンカーボルト

適用
アンカーボルト

< 特Cタイプ >

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

※

特C

-

-

-

-

-

-

710

740

-

640

710

-

-

-

-

-

-

440

-

510

510

540

-

-

-

-

-

-

300

-

370

370

400

特C 標準ﾌ 特C

　柱型上端近くに配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設け

　なくてよい。

梁主筋

配筋仕様は下表による。
形状は正方形とし、寸法は下表に

記載の値とする。

□  下表標準柱型寸法からの変更あり

４．４ 特記事項

□  下表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

採用

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの
注入は、ベースパック・セレクトベース施工技術委員会によって認定された有
資格者（ベースパック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェッ

※フラックス入りワイヤによるCO ガスシールドアーク溶接の予熱温度は、低水素被覆アーク溶接に準じる。2

2CO ガスシールドアーク溶接※

低水素系被覆アーク溶接

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

普通コンクリートとし、設計基準強度

４．２アンカーボルト（Mアンカーボルト）３．２ 【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

2 2

ｱﾝｶｰ
ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

標準ﾌﾚｰﾑ22 標準ﾌﾚｰﾑ

２

３．５

BCR295

BCP235

STKR400

TSC295

15-12V

17-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-12V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

M27

M30

M33

M36

M39

M27

M30

M33

M36

M39

D29

D32

D35

D38

D41

M36

M33

M30

D38

D32

D35

M30

M33

M36

PM27

PM30

PM33

PM36

PM39

M33

M36

M27

M30

M39

M27

M30

M33

M36

M39

AB

(e
)

d

120 X b

d

L L

120 X 50

d d

a2

d

注入口

t
a1

c

ボルト孔

Ｄ

Ｄ

50x

50

J
30

以
上

90
h寸

法

W
50

50x

W

J
30

以
上

90
h寸

法

a

t

d

l1
l2

l3
l2

l1

a

a

t

l1 l1

l1
l1

l2

l2

d

a

l1 l2 l3 l2 l1

50 50W65

50
50

W
65

50 50W

50
50

W

150以上

30
90

以
上

d

g1

g1

d

g2

g1

t

t

113

50 50W

50
50

W

76

76

50

50x

W

J
30

以
上

90
h寸

法

Ｃ２０

（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-19」（令和6年6月21日付）角形鋼管
ベースパック　型

□-150×150 ～ □-300×300 用 ●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。
2024年10月作成

３．構成部材・寸法

ベースパック柱脚工法　標準図
設計

施工
F値295N/mm 以下

１．工法概要

２．柱

４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

岡部株式会社 旭化成建材株式会社
TEL03（3296）3515TEL03（3624）5336２



大潟村村民体育館増改築工事 Ｓ

構造設計一級建築士　NO000539　原田　啓咲

一級建築士　　　　　NO137491構造設計

風 除 室 構 造 図 、 内 部 間 仕 切 り 下 地 伏 図Ｒ８．３

200,60

300

100,30

150

２６
汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1：

株 式
会 社

1

1

1

1

内部間仕切り下地伏図

風 除 室 伏 図

柱脚リスト ピン接合継手リスト
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構 造 設 計 特 記 仕 様Ｒ８．３ 大潟村村民体育館屋根構造計算業務 ＳＹ １
汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録 第７５２８５号

鈴　木　誠　一
TEL 018-862-3449　FAX 018-862-3289

一級建築士事務所 秋田県知事登録 第24-10A-0761号

秋田市保戸野すわ町１４－２３

株 式
会 社

日

付

工

事

名

称

図

面

名

称

縮

尺

図

面

番

号

Ａ3：

Ａ1： 1

1

別図参照

100

100
AOQL　4
（第6水準）

図示図示

図示 図示

標準貫入試験
深

度 値

Ｎ
土質

(1) 建築場所

適用箇所

)

単位水量は185kg/m3以下、単位セメント量は270kg/m3以上とする。

)A種 B種 C種 100厚 120 使用個所(150 190

(1) コンクリート

(2) コンクリートブロック( JIS A 5406)

(3) 鉄 筋

)

)

(1) 地盤調査資料と調査計画

有 敷地内 近隣) (無 調査予定 有 無 )(

水平地盤反力係数の測定

試験堀(支持層の確認)

静的貫入試験

土質試験

平板載荷試験

現場透水試験

標準貫入試験

液状化判定

物理探査

PS検層

資料有り 資料有り 資料有り調査計画 調査計画 調査計画調査項目 調査項目調査項目

注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

(4) ボーリング標準貫入値、土質構成　(基礎.杭の位置を明記する事)

注）上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。

(1) 直接基礎 無有試 験 堀

(2)

布基礎 独立基礎ベタ基礎

浅層混合処理工法 深層混合処理工法地盤改良

深さ 無載荷試験

無有載荷試験深さ

(

材  種 施 工 法

C種A種 )

コンクリート  Fc=210

鉄   筋 主  筋

HOOP

SD345

SD295

水セメント比最大60%とする

拡底杭

リバースサーキュレーション

アースドリル ミニアース

機械堀
深礎

手　堀

セメント量   300㎏/m3

オールケーシング

BH

施工計画書承認 杭施工結果報告書

無 ( 打ち込み・)

C種A種 B種 )(

杭  種

場所打ち

鋼管

RC

H鋼

摩擦杭 鋼材

杭仕様

試験　杭・堀( ・有

PHC PHC

コンクリート杭

B種

支持層 -杭基礎(3)

PRC

SC杭

PRC

SS400

JIS

鉄骨工事は指示のない限り下記による(1)

(2) 工事監理者の承認を必要とするもの

高力ボルト 特殊ボルト

制作工場

日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

社)日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

材料規格証明書※、または試験成績書

社内検査表

鋼材

※社）日本構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

施工計画書工作図製作要領書

本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度(Fc)が36.0N/mm2以下に適用し、

鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。

コンクリート(1)

Fd

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得る事。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、養生、管理

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で(財)国土開発技術研究センターの技術

評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定毎に撮影した写真

耐久設計基準強度

方法など必要事項について、工事監理者の承認を得る事。

セメントは、JIS R 5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

関しては標準図に記載されている事項を除き、JASS 5による。

コンクリートはJIS A 5308(レディーミクストコンクリート)に適合するJIS認定工場の製品とし、施工に

(3)

製品検査組立・開先検査原寸検査

建方検査

(4) 接合部の溶接は下記によること

(

日本建築学会「溶接工作基準、同解説

(5) 溶接部の検査

溶接部の検査(検査結果は後日工事監理者に報告する事。)

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要網

平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロ

検査箇所 検査方法
検査率又は検査数

第三者 工事監理者社 内

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受け入れ検査を代行させ

るために自ら契約した検査会社をいう。

注2)知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること。

超音波探傷検査

硬さ試験

示温塗料塗布

マクロ試験・その他

外観検査(※)

外観検査(※)

完全溶込に溶接部

(突合せ溶接)
％個

％個

個

％個

％個

％個

％個

個

％個

％個

％個

％個

％個

個

％個

％個

％個

第三者検査機関名

否 高力ボルトすべり係数試験 否軸力導入試験

新築(2) 工事種別 改築増築 増改築

(3) 構造一級建築士の関与 必要としない必要

法第20条第一号(高さ60m超)

法第20条第二号( RC造高さ20m超 S造4階建以上 木造高さ13m超 その他 )

注(3)構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認する事。

階 数

地下      階 塔屋      階

構造種別(4)

(5)

補強コンクリートブロック造(CB)

鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC)

プレキャスト鉄筋コンクリート造(PRC)

鉄筋コンクリート造(RC) 壁式鉄筋コンクリート造(WRC)

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(WPRC)

鉄骨造(S)木造(W)

主要用途(6)

屋上付属物(7)

煙突kN高架水槽 kN 広告塔

特別な荷重(8)

倉庫用積載床用

エレベーター

付帯工事(9)

門塀 擁壁 駐輪場 機械式駐車場

増築計画(10)

(11) 構造計算ルート

長期許容支持力度

　本載荷・ 孔壁測定 )

構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS 5T -603によることとし、供試体は現場

水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

1回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた3台の運搬車からその必要本数を採取する。

なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、1回当たり6本以上とし、そのうち4週用に3本を用いる。

上の技能を有する者が従事する事。

は、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士または同等以

なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が25°C未満の場合は150分以内、25°C

以上の場合は120分以内とする。

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリートの自由落下高さ

コンクリート打込み中及び打込み後5日間は、コンクリートの温度が2度を下らないようにする。

乾燥、振動等によってコンクリートの凝縮及び硬化が妨げられないように養生を行なう。

鉄  筋

鉄筋はJIS G 3112の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、

コンクリートと同様に JASS 5による。

(カラー)を保管し承認を得る。

分けて3回行い、その平均値を試験値とする。

測定検査の回数は、通常の場合、1日1回以上とし、1回の検査に於ける測定試験は、同一資料から取り

頭付スタッドボルト

備 考

内質

検査

(注)

※平成12年建設省告示
第1464号第二号による
(目視及び計測)

(JIS A 5308

打込み

標準 長期 超長期短期
認定または登録工場　(大臣認定 　Ｍ　グレード)

PH仕切壁

GL-       m kN/m2

長期許容支持力度

(レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308)

有
(2箇所)

地上      階

注1)現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷試験を100%行なうこと。

(4)

SS400

STKR400

SM490A

SSC400

溶接材料

SN490B,C

種　　　類

無

無

無

無

現場溶接

有

有

有

有

STKR490 STK400

骨鉄

JIS Z

○使用箇所の詳細については別途図示とする。
ボルト(5)

高力ボルト

M =

アンカーボルト

)

)

頭付スタッドボルト

m

m m

m (

(使用箇所

使用箇所

柱

柱 大梁

大梁

小梁

小梁

L =

L =

φ=

φ=

S10T )( M22M20M16 M24

F8T

(6) 屋根、床、壁

材　　　種

ALC

キーストンプレート

デッキプレート

特殊デッキプレート

折 版

(JIS G 3352)

(JIS G 3352)

(JIS G 3352)

(JIS A 5416)

型式

型式

型式

H=

型式 厚

ボルト(JIS B1180)

F10T(JIS B1186)

M = 1612

GL- 支持層 -

杭の長さ(m) 本数設計支持力(kN)杭  径

※　ボーリングデータ，基礎伏図，基礎詳細図参照

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

BCR295 無有BCP235 BCP325

％個

鉄筋継手等

圧接継手

溶接継手

機械継手

鉄筋継手工法

重ね継手 35d

(1)引張力最小部位

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

告示1463号第2項各号

告示1463号第3項各号

告示1463号第4項各号

40d

B級 SA級A級

(2) (1)以外の部位(注)

D

D

(

(

(

(

)以下

)以上

)以上

)以上

   d

鉄筋の径

注) (1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会

日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手

、機械式継手工事)による。

継手部の施工要領は社)日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」(ガス圧接継手工事、溶接継手工事

外観検査 無 ・ 引張試験 無 ・ 超音波深傷試験 無継手部の検査方法：

ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行なう場合、最初の数のロットについては引抜試験も併用し

1回の試験は5本以上とする。

(1ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で200箇所程度とする)

S型(スパイラル型)とする。W型(溶接型)H型(タガ型)柱帯筋(HOOP)の加工方法は、

の承認を得る事。

コンクリート及び鉄筋の試験は公的機関で行うこと。ただし、第三者機関とする場合は、工事監理者

D19未満は、全て重ね継手とする。

D

D

D16

D19

型  枠

材料合板12m/mを標準とする。

型枠存置期間

注) 2  大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

注) 3  支柱の盛りかえは必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注) 4  盛りかえの後の支柱頭部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注) 5  支柱の盛りかえは小ばりが終わってから、スラブを行う。 一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

注) 6  直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱(大梁の支柱を除く)の盛り返を行なわないこと。

注) 7  支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないようにすること。

セ

メ

類

ン

ト

の

種

部
位

存

置

期

間

の

平

均

気

温

コ

ク

ト

ン 材

令

日

の

)(リ
ー

種類

(2)

(3)

SM400SN400

JIS G 3350

JIS G 3136

3466JIS G JIS G 3136

JIS G 3466 JIS G 3444

JIS G 3101 JIS G 3136

JIS規格

使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書2015）」によって検討した部材の条件・仕様による事。

また、打ち込み量が150m3を 超える場合は150m3ごとまたは、その端数毎に1回を標準とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継ぎ手位置、鉄筋の重ね長さ、定着長さは

「鉄筋コンクリート構造配筋標準図-1，-2」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)(2)」に依る。

工事監理者が行う検査項目

印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること)

注) 1  片持ばり、庇、スパン9.0m以上のはり下は、工事監理者の指示による。

セメント

早強ポルトランド

5N/mm2

2

3

5

3

5

8

4

6

10

6

10

16

8

12

15

17

25

28

28

28

28

設計基準強度の

100%85%

はり下スラブ下

支  柱

スラブ下、はり下基礎、はり側、柱、壁

せ き 板

普通ポルトランド

セメント

高炉セメント

A種

シリカセメント

A種

セメント

早強ポルトランド

A種

シリカセメント

A種

高炉セメント

セメント

普通ポルトランド

セメント

早強ポルトランド

A種

シリカセメント

A種

セメント

普通ポルトランド

高炉セメント

セメント

早強ポルトランド

セメント

A種

A種

シリカセメント

普通ポルトランド

高炉セメント

N/m2 kN受水槽

リフト kN

突 kN煙

ホイスト kN

キュービクル

有( ) 無

圧縮強度

コンクリートの

5 C未満

5 C～15 C

15 C以上

高力ボルトの検査(検査結果は後日工事監理者に報告すること)

建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。

建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して

構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。

煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。

設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。

設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。

エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

建築設備(昇降機を除く)建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽の恐れがないものとすること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動衝撃に対して安全上支障のない構造とする事。

管の損傷防止のための措置を講ずる事。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等、有効な

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずる恐れがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を

設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずる事。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動

及び衝撃の緩和のための措置を講ずる事。

にあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全

なものとする事。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ

5cm以上を原則とする。

給湯設備は支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとするほか、風圧、土圧及び水圧

並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するもの

満水時の質量が15kgを超える給湯設備の取付についてはH12年建設省告示第1388号による。

要要

一次締め後にマーキングを行ない、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

トルシヤ形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。

(7) 耐火被覆の材料

柱(          厚)  梁(           厚)

ントを使用し2回塗りとする。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は念入りに行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイ

防錆塗装の範囲は、高力ホ゛ルト接合の摩擦面及びコンクリ-トで被覆される以外の部分とする。

を使用して、錆止めのペイントは、

4つ星2回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

JIS K 5621、 JIS K 5674、

防錆塗装(6)

（すべり耐力試験又はすべり係数試験、自然発錆、ブラスト処理の場合は省略する）

注）「改訂版建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2018年版」を参考とする。

重ね継手

ガス圧接継手

溶接継手

( )

機械式継手

各継手の使用詳細については本仕様5.(2)

鉄筋の項の鉄筋継手等の■にて表示する事

SD295

SD345

SD390
(JIS G 3112)

異形鉄筋

高強度せん断補強筋

溶接金網(JIS G 3551)

丸 鋼(JIS G 3112)

KSS785

SR235

継手工法使用箇所径鋼　種 材　質

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

「令第39条の規定(屋根ふき材等）」に関する取り付けにあっては、構造耐力上安全なものとすること

スクリュ－ウエイト貫入試験

ボ－リング調査

埋込み（セメントミルク工法）

特記事項

使用箇所

拡底杭

日本建築ｾﾝﾀｰ認定

年   月   日

第        号

大臣認定工法

備 考

SNR400B

STK490

)

)

m m

m m

( シングル ダブルナット

( シングル ダブルナット

M =

M = L =

L =

設計基準強度
  Fc=N/mm2

材齢

(

(

現場封かん 現場水中

28日 56日

砂

砂利

水道水

AE減水剤 高性能AE減水剤

人工

人工

工業用水

山砂

砕石

地下水

養生

備   考スランプcm
耐久設計基準強度

  Fd=N/mm2

標準

普通

普通

普通

普通

普通
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